
(575)

一

課
題

本
稿
の
課
題
は
、
前
稿

(

�)

に
続
き
、
公
民
権
運
動
か
ら
生
じ
た
座
り
込
み

(
sit-in)

と
い
う
運
動
形
態
に
対
す
る
処
罰
の
可
否
が

争
わ
れ
た
一
連
のsit-in

case
s

に
お
け
る
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
対
応
を
検
証
す
る
こ
と
に
あ
り
、
具
体
的
に
は
、sit-in

case
s

の
第
二
幕
と
言
う
べ
き
一
九
六
二
年
開
廷
期

(
一
九
六
二
年
一
〇
月－

一
九
六
三
年
六
月)

を
対
象
と
す
る
。
前
稿
で
検
討
し
た
よ

う
に
、
前
一
九
六
一
年
開
廷
期
に
初
め
て
座
り
込
み
処
罰
事
案
を
扱
っ
た
最
高
裁
は
、
そ
こ
で
提
起
さ
れ
た
私
人
が
経
営
す
る
公
衆

利
用
施
設

(
p

u
b

lic
acco

m
m

o
d

atio
n

s)

に
お
け
る
人
種
隔
離
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
か
と
い
う
憲
法
問
題
を
正

面
か
ら
扱
う
こ
と
な
く
、
証
拠
不
十
分
ゆ
え
に
治
安
紊
乱
罪
に
よ
る
処
罰
は
合
衆
国
憲
法
第
一
四
修
正
の
デ
ュ
ー
・
プ
ロ
セ
ス
条
項

に
違
反
す
る
と
し
た

(

�)

。
一
九
六
二
年
開
廷
期
に
最
高
裁
が
扱
っ
た
事
案
は
、
人
種
隔
離
へ
の
抗
議
と
隔
離
撤
廃
を
求
め
る
座
り
込
み

が
私
人
の
不
動
産
へ
の
侵
入
・
不
退
去
に
該
当
す
る
と
し
て
座
り
込
み
参
加
者
を
不
法
侵
入
罪

(
tre

sp
ass)

で
有
罪
と
し
た
も
の

が
中
心
と
な
っ
て
お
り
、
か
か
る
事
案
に
お
い
て
財
産
保
護
の
た
め
の
私
人
の
措
置
の
う
ち
に
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
、
29
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有
罪
判
決
を
破
棄
す
る
こ
と
に
は
、
平
等
保
護
条
項
を
含
む
第
一
四
修
正
は
あ
く
ま
で
州

(
state)

の
行
為
に
適
用
さ
れ
る
も
の

と
す
るC

ivil
R

igh
ts

C
a

ses
(

�)

を
前
提
と
す
る
限
り
、
前
開
廷
期
以
上
の
憲
法
上
の
困
難
が
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
結
論
を

先
取
り
す
れ
ば
、
最
高
裁
は
、C

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

の
見
直
し
を
含
む
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
正
面
か
ら
判
断
を
示
す
こ
と
な
く
、

個
々
の
事
案
に
含
ま
れ
る

(

時
に
微
細
な)

事
情
に
着
目
し
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
、
全
事
件
に
お
い
て
州
裁
判
所

の
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た
。
し
か
し
、
以
下
で
跡
づ
け
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
の
事
件
の
処
理
、
そ
し
て
憲
法
問
題
に
つ
い
て
の
判
断

を
め
ぐ
っ
て
は
最
高
裁
内
部
で
厳
し
い
意
見
対
立
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
意
見
対
立
は
翌
一
九
六
三
年
開
廷
期
に
は
完
全
に
表
面

化
す
る
こ
と
に
な
る
も
の
の

(
�)

、
一
九
六
二
年
開
廷
期
に
お
い
て
は
個
別
意
見
の
形
で
そ
の
一
端
が
露
顕
す
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
そ
の

意
味
で
は
、
こ
の
開
廷
期
は
中
間
期
あ
る
い
は
間
奏
曲
的
位
置
を
占
め
る
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
一
九
六
二
年
三
月
に
ホ
イ
テ
ッ

カ
、
同
八
月
に
は
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
両
裁
判
官
が
引
退
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
任
と
し
て
ホ
ワ
イ
ト

(

前
職
は
司
法
次
官)

、
ゴ
ー

ル
ド
バ
ー
グ

(

前
職
は
労
働
長
官)

が
就
任
し
、｢

真
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト

(

�)｣

と
も
呼
ば
れ
る
時
期
を
迎
え
た
最
高
裁
が
、
公

民
権
運
動
の
高
揚
と
こ
れ
に
反
発
す
る
動
き
の
激
化
、
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
が
示
し
た
運
動
支
援
姿
勢
と
い
っ
た
環
境
の

中
、sit-in

case
s

に
い
か
な
る
対
応
を
示
し
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
は
、
最
高
裁
内
部
に
お
け
る
対
抗
が
一
九
六
〇
年
代
後
半

の
ブ
ラ
ッ
ク
の

｢

保
守
化｣

に
接
続
す
る
こ
と
も
含
め
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
理
解
に
と
っ
て
も
重
要
な
ピ
ー
ス
を
埋
め
る
こ

と
に
な
る
は
ず
で
あ
る

(

�)

。
そ
う
し
た
見
通
し
を
持
ち
つ
つ
、
以
下
で
一
九
六
二
年
開
廷
期
に
お
け
る
最
高
裁
の
判
断
形
成
過
程
を
た

ど
る
こ
と
に
す
る
。二

事
案

G
a

rn
er

判
決
が
下
さ
れ
た
一
九
六
一
年
開
廷
期
の
終
わ
り
近
く
、
一
九
六
二
年
六
月
一
一
日
付
け
で
ウ
ォ
ー
レ
ン
首
席
裁
判
官
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か
ら
回
覧
さ
れ
た
文
書
に
よ
れ
ば
、
七
州

(

ア
ラ
バ
マ
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
、
ノ
ー
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ナ
、
サ
ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア)

か
ら
の
座
り
込
み
関
連
事
案
一
九
件
に
つ
い
て
の
裁
量
上
訴
申
立
て
お
よ
び
権

利
上
訴
が
最
高
裁
に
係
属
し
て
い
た

(

�)

。
こ
の
文
書
は
、
こ
れ
ら
係
属
中
の
事
案
を
関
連
づ
け
て
検
討
す
べ
き
と
し
つ
つ
、
各
事
案
の

概
要
と
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
争
点
を
ま
と
め
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
州
裁
判
所
に
お
い
て
有
罪
と
さ
れ
た
座
り
込
み
参
加
者
＝
上
訴

人
側
の
基
本
的
主
張
と
し
て
、
�
私
人
に
よ
る
差
別
が
州
の
責
任
を
発
生
さ
せ
、
ま
た
は
州
自
身
が
差
別
を
行
っ
た
と
す
る
第
一
四

修
正
の
平
等
保
護
条
項
違
反
の
主
張
、
�
有
罪
判
決
の
根
拠
と
さ
れ
た
不
法
侵
入
罪
お
よ
び
治
安
紊
乱
罪
の
規
定
は
禁
じ
ら
れ
る
行

為
を
適
切
に
告
知
し
て
い
な
い
と
す
る
漠
然
性
ゆ
え
無
効
の
主
張
、
�
座
り
込
み
運
動
は
第
一
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
の
保
障
す

る
表
現
の
一
形
態
で
あ
る
と
す
る
主
張
、
そ
し
て
�G

a
rn

er

判
決
で
も
用
い
ら
れ
た
証
拠
不
十
分
ゆ
え
無
罪
と
の
主
張
の
四
点
を

挙
げ
、
さ
ら
に
有
罪
判
決
に
お
け
る
適
用
法
条
に
つ
い
て
は
、
�
治
安
紊
乱
罪

(
b

re
ach

o
f

th
e

p
e

ace)

、
�
州
法
ま
た
は
条
例
が

人
種
隔
離
を
義
務
づ
け
て
い
る
場
合
の
不
法
侵
入
罪
、
	
そ
の
他
の
不
法
侵
入
罪
、
そ
し
て


漠
然
性
が
問
題
と
な
る
治
安
紊
乱
罪

お
よ
び
不
法
侵
入
罪
を
挙
げ
、
こ
れ
ら
に
沿
っ
て
各
事
案
を
分
類
し
て
い
る

(

�)

。
適
用
法
条
と
の
関
連
に
つ
い
て
い
え
ば
、
最
高
裁
は

す
で
にG

a
rn

er

判
決
に
お
い
て
�
証
拠
不
十
分
を
理
由
と
し
つ
つ
�
治
安
紊
乱
罪

(



に
も
関
わ
る)

に
よ
る
処
罰
を
違
憲
と
し

て
い
た
か
ら
、
今
後
取
り
上
げ
ら
れ
る
事
案
の
中
心
は
�
	
不
法
侵
入
罪
の
適
用
が
問
わ
れ
た
も
の
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
。

ま
た
、
�
�
の
主
張
は
事
案
に
よ
っ
て
は
取
り
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
も
の
の
、
と
く
に
�
表
現
の
自
由
を
理
由
と
す
る
主
張

は
、G

a
rn

er

判
決
お
よ
び
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
同
意
意
見
に
お
け
る
処
理
を
前
提
と
す
れ
ば

(

�)

、
こ
れ
が
あ
ら
た
め
て
取
り
上
げ
ら
れ

る
可
能
性
は
高
く
な
か
っ
た
。
そ
う
す
る
と
、
来
た
る
べ
き
一
九
六
二
年
開
廷
期
以
降
に
お
い
て
最
高
裁
が
判
断
す
べ
き
憲
法
上
の

問
題
と
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
等
で
の
人
種
差
別
・
隔
離
に
抗
議
し
、
そ
の
撤
廃
を
求
め
る
座
り
込
み
行
為
を
�
	
不
法
侵
入
罪
で
処
罰

す
る
こ
と
が
�
平
等
保
護
条
項
に
違
反
す
る
か
と
い
う
も
の
と
な
る
。
し
か
し
、
あ
ら
た
め
て
言
う
ま
で
も
な
く
、
私
人
の
経
営
す
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る
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
お
け
る
人
種
隔
離
に
つ
い
て
平
等
保
護
条
項
違
反
を
認
定
す
る
た
め
に
は
、C

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

以
来
の
ス
テ

イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
と
い
う
関
門
が
存
在
し
て
い
た

(

�)

。
し
か
も
、
こ
の
種
の
公
衆
利
用
施
設
に
つ
い
て
は
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
、

宿
屋
や
運
輸
業
者
な
ど
一
部
の
業
種
を
除
い
て
は
人
種
に
関
わ
り
な
く
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
義
務
は
な
い
と
さ
れ
、
そ
こ
に
は

レ
ス
ト
ラ
ン
等
飲
食
を
提
供
す
る
施
設
は
含
ま
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
た
か
ら

(

�)

、
か
か
る
法
的
義
務
を
負
わ
な
い
と
さ
れ
て
き
た
レ
ス

ト
ラ
ン
等
の
所
有
者
・
経
営
者
な
ど
私
人
に
よ
る
人
種
隔
離
を
平
等
保
護
条
項
違
反
と
認
定
す
る
に
は
、
こ
れ
ら
の
施
設
に
お
け
る

人
種
隔
離
に
州
ま
た
は
自
治
体
の
実
質
的
関
与
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
、
州
ま

た
は
自
治
体
の
関
与
を
見
い
だ
し
え
ず
、
人
種
隔
離
が
純
粋
に
レ
ス
ト
ラ
ン
等
の
所
有
者
・
経
営
者
の
意
思
の
み
に
基
づ
く
事
案
に

つ
い
て
、
座
り
込
み
参
加
者
を
不
法
侵
入
罪
で
処
罰
す
る
こ
と
が
な
お
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
す
る
こ
と
は
可
能
か
、
可
能
で
あ
る

と
し
て
い
か
な
る
根
拠
に
基
づ
く
か
、
と
い
う
難
題
が
待
ち
構
え
る
。
こ
う
し
た
難
題
を
含
むsit-in

case
s

に
つ
い
て
最
高
裁
は
、

一
九
六
一
年
開
廷
期
末
の
一
九
六
二
年
六
月
二
五
日
、
係
属
中
の
事
案
の
う
ち
七
件
に
つ
い
て
裁
量
上
訴
を
認
容
し
、
他
の
事
案
に

つ
い
て
は
保
留
と
し
た

(

�)

。
こ
れ
ら
七
件
の
事
実
関
係
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

�

A
ven

t
v.

N
orth

C
a

rolin
a

上
訴
人Jo

h
n

T
h

o
m

as
A

v
e

n
t

ほ
か
五
名
の
黒
人
学
生
お
よ
び
二
名
の
白
人
学
生
が
、
一
九
六
〇
年
五
月
六
日
、
ノ
ー
ス
・
キ
ャ

ロ
ラ
イ
ナ
州
ダ
ー
ラ
ム
市
のS

.
H

.
K

re
ss

店
舗
地
階
奥
の
軽
食
コ
ー
ナ
ー
に
着
席
し
た
。
着
席
の
前
後
に
、
同
店
の
完
全
な
管
理

権
を
持
つ
店
長
は
上
訴
人
ら
に
軽
食
コ
ー
ナ
ー
は
店
員
と
招
待
客
の
み
が
利
用
で
き
る
と
告
げ
、
そ
こ
か
ら
立
ち
去
る
よ
う
求
め
た
。

上
訴
人
ら
は
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
受
け
る
ま
で
退
去
し
な
い
と
し
た
。
店
長
は
市
警
察
に
電
話
し
、
警
官
も
退
去
す
る
よ
う
求
め
た
が
、

上
訴
人
ら
は
退
去
せ
ず
に
逮
捕
さ
れ
、
禁
止
通
告
後
の
立
ち
入
り
等
を
処
罰
す
る
州
法
の
不
法
侵
入
罪
規
定
に
基
づ
き
訴
追
さ
れ
た
。

神戸学院法学 第47巻第４号

32



(579)

店
長
に
よ
れ
ば
、
店
の
方
針
は
地
域
の
慣
習
に
従
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
ダ
ー
ラ
ム
市
に
お
い
て
は

黒
人
に
は
軽
食
コ
ー
ナ
ー
で
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
せ
ず
、
黒
人
と
と
も
に
い
る
白
人
に
も
提
供
し
な
い
と
さ
れ
て
い
た

(

�)

。
ノ
ー
ス
・

キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
判
所
は
、
同
州
法
は
レ
ス
ト
ラ
ン
か
ら
の
黒
人
の
排
除
も
黒
人
と
と
も
に
い
る
白
人
の
排
除
も
義
務
づ
け

て
お
ら
ず
、
レ
ス
ト
ラ
ン
所
有
者
が
人
種
ま
た
は
肌
の
色
に
よ
っ
て
差
別
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
も
い
な
い
の
で
、
私
人
は
そ
の
所
有

す
る
建
物
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
客
を
選
別
で
き
る
と
い
う
コ
モ
ン
・
ロ
ー
の
ル
ー
ル
に
従
う
と
し
て
有
罪
と
し
た

(

�)

。

�

G
ob

er
v.

C
ity

of
B

irm
in

gh
a

m

黒
人
学
生
で
あ
る
上
訴
人Jam

e
s

E
.

G
o

b
e

r

は
、
一
九
六
〇
年
三
月
三
一
日
、
も
う
一
名
と
と
も
に
ア
ラ
バ
マ
州
バ
ー
ミ
ン
グ

ハ
ム
市
に
あ
るP

izitz

店
舗
の
カ
フ
ェ
テ
リ
ア
ま
た
は
ラ
ン
チ
・
ル
ー
ム
に
行
き
、
テ
ー
ブ
ル
に
着
席
し
た
が
、
ウ
ェ
イ
ト
レ
ス
か

ら
サ
ー
ヴ
ィ
ス
は
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
。
店
長
補
佐
が
退
去
を
求
め
、
地
階
で
あ
れ
ば
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
受
け
ら
れ
る
と
告
げ
た
が
、

G
o

b
e

r

ら
は
退
去
を
拒
否
し
た
。
市
警
察
の
警
官
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
き
、G

o
b
e

r

ら
が
着
席
し
た
ま
ま
で
あ
る
の
を
見
て
、
警
告

後
の
不
動
産
侵
入
・
不
退
去
を
処
罰
す
る
市
条
例
違
反
と
し
て
逮
捕
し
た

(

�)

。
ア
ラ
バ
マ
州
控
訴
裁
判
所
は
、P

ititz

が
私
企
業
で
あ

り
、
政
府
と
は
ま
っ
た
く
関
係
な
い
と
し
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
否
定
し
、
有
罪
と
し
た

(

�)

。
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
は
レ
ス
ト

ラ
ン
等
飲
食
施
設
で
の
人
種
隔
離
を
義
務
づ
け
る
条
例
を
有
し
て
い
た
が
、
州
裁
判
所
判
決
は
こ
れ
に
触
れ
て
い
な
い
。

�

S
h

u
ttlesw

orth
v.

C
ity

of
B

irm
in

gh
a

m

本
件
は
、G

o
b
e

r

事
件
に
付
随
し
て
裁
量
上
訴
が
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
で
あ
る
。
上
訴
人F

re
d

L
.

S
h

u
ttle

sw
o

rth

お
よ
び

C
h

arle
s

B
illu

p
s

は
公
民
権
運
動
に
コ
ミ
ッ
ト
す
る
著
名
な
黒
人
牧
師
で
あ
る
が
、
刑
事
の
証
言
に
よ
る
と
、G

o
b
e

r

ら
は
一
九
六
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〇
年
三
月
三
〇
日
にS

h
u

ttle
sw

o
rth

の
自
宅
に
行
き
、
他
の
学
生
も
い
る
中S
h

u
ttle

sw
o

rth

が
座
り
込
み
運
動
に
参
加
す
る
ヴ
ォ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
の
に
居
合
わ
せ
た
。G

o
b
e

r

ら
は
、
こ
れ
に
応
じ
て
翌
日
の
座
り
込
み
に
参
加
し
た
。S

h
u

ttle
sw

o
rth

お
よ

びB
illu

p
s

は
、
警
告
後
に
他
者
の
不
動
産
に
赴
き
、
ま
た
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
教
唆
し
、
援
助
し
、
ま
た
は
煽
動
し
た
と
し
て
、

バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
裁
判
所
に
お
い
て
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
刑
事
不
法
侵
入
条
例
違
反
の
援
助
お
よ
び
教
唆
を
処
罰
す
る
同
市
条
例

に
基
づ
き
有
罪
と
さ
れ
た
。
巡
回
区
裁
判
所
で
も
有
罪
と
さ
れ
、S

h
u

ttle
sw

o
rth

に
は
刑
務
所
に
お
け
る
一
八
〇
日
の
重
労
働
と

一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
が
、B

illu
p

s

に
は
三
〇
日
の
重
労
働
と
罰
金
二
五
ド
ル
が
課
さ
れ
た
。
ア
ラ
バ
マ
州
控
訴
裁
判
所
へ
の
上
訴

で
有
罪
が
維
持
さ
れ
、
同
州
最
高
裁
判
所
は
裁
量
上
訴
を
斥
け
た

(

�)

。

�

G
riffin

v.
M

a
ryla

n
d

上
訴
人W

illiam
L

.
G

riffin

ら
五
名
は
一
九
六
〇
年
六
月
三
〇
日
に
、C

o
rn

e
lia

A
.

G
re

e
n

e

ら
五
名
は
同
年
七
月
二
日
に
、
故

意
に
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
所
在
のG

le
n

E
ch

o

遊
園
地
に
不
法
侵
入
し
た
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
。
同
遊

園
地
は
広
く
一
般
を
歓
迎
す
る
と
広
告
す
る
一
方
、
事
件
当
時
、
黒
人
の
利
用
は
排
除
す
る
と
い
う
方
針
を
と
っ
て
い
た
が
、
こ
の

方
針
を
示
す
掲
示
等
は
な
か
っ
た
。G

riffin

ら
はG

le
n

E
ch

o

の
隔
離
方
針
に
反
対
す
る
た
め
入
口
に
集
ま
っ
た
三
五－

四
〇
名
の

若
者
の
一
部
で
あ
り
、
一
時
間
ほ
ど
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
後
、G

riffin

ら
は
集
団
か
ら
離
れ
、
入
園
し
て
回
転
木
馬
に
向
か
っ
た
。

遊
園
地
の
所
有
者
と
管
理
者
は
警
備
会
社
に
連
絡
し
、
そ
の
遊
園
地
担
当
職
員
で
あ
り
、
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
の
特
別
保

安
官
代
理
で
も
あ
るF

ran
cis

J.
C

o
llin

s
(

警
備
会
社
の
制
服
を
着
用
し
、
保
安
官
代
理
の
バ
ッ
ジ
を
つ
け
て
い
た)

が
管
理
会
社

の
方
針
に
従
い
立
ち
去
る
よ
うG

riffin

ら
に
求
め
た
。
彼
ら
は
拒
否
し
、C

o
llin

s

と
遊
園
地
支
配
人
と
が
相
談
し
た
後
、C

o
llin

s

か
ら
逮
捕
さ
れ
た
と
通
告
さ
れ
た
。
ま
た
、G

re
e

n
e

ら
は
、
契
約
業
者
が
運
営
す
る
園
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
サ
ー
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ヴ
ィ
ス
を
求
め
た
が
拒
否
さ
れ
、
遊
園
地
担
当
職
員
か
ら
立
ち
去
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
。G

re
e

n
e

ら
も
こ
れ
を
拒
否
し
、
逮
捕
さ

れ
た
。G

riffin

ら
は
、
通
告
後
の
立
ち
入
り
を
処
罰
す
る
州
刑
事
不
法
侵
入
法
違
反
と
し
て
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
巡
回
区

裁
判
所
で
有
罪

(

各
罰
金
一
〇
〇
ド
ル)

と
さ
れ
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
控
訴
裁
判
所
は
、G

riffin

ら
に
つ
い
て
は
有
罪
判
決
を
維
持

し
た
が
、G

re
e

n
e

ら
に
つ
い
て
は
告
知
が
適
切
に
な
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
有
罪
判
決
を
破
棄
し
た

(

�)

。

�

L
om

b
a

rd
v.

L
ou

isia
n

a

上
訴
人R

u
d

o
lp

h
L

o
m

b
ard

ら
三
名
の
黒
人
学
生
と
一
名
の
白
人
学
生

(

�)

は
、
一
九
六
〇
年
九
月
一
七
日
、
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
ニ
ュ
ー
・

オ
ー
リ
ン
ズ
市
のM

cC
ro

ry
F

iv
e

an
d

T
e

n
C

e
n

t
S

to
re

に
入
り
、
店
舗
奥
の
軽
食
カ
ウ
ン
タ
ー
に
着
席
し
て
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
求

め
た
が
拒
否
さ
れ
た
。
掲
示
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
経
営
者
は
こ
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
は
白
人
に
の
み
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
も
の

と
し
て
い
た
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
主
任
は
、
学
生
ら
が
黒
人
で
あ
る
が
ゆ
え

(

白
人
学
生
に
つ
い
て
は
黒
人
の
仲
間
で
あ
る
が
ゆ
え)

に
立
ち
去
る
よ
う
求
め
た
が
、
彼
ら
が
従
わ
な
か
っ
た
の
で
カ
ウ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
す
る
よ
う
命
じ
た
。
店
長
が
警
察
に
電
話
を
か
け
、

警
部
と
署
長
を
含
む
多
数
の
警
官
が
店
に
到
着
し
た
。
警
官
が
店
長
と
相
談
し
た
上
で
店
長
が
学
生
ら
に
退
去
す
る
よ
う
大
声
で
求

め
た
が
、
学
生
ら
は
そ
れ
を
拒
否
し
た
の
で
、
警
察
に
逮
捕
さ
れ
、
退
去
の
求
め
の
後
に
商
用
の
場
所
に
と
ど
ま
る
こ
と
を
処
罰
す

る
州
法
の
財
産
危
害
罪
規
定
違
反
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
た
。

本
件
に
先
立
ち
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
市
当
局
は
、
人
種
隔
離
の
な
い
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
求
め
る
上
訴
人
ら
の
行
っ
た
よ
う
な

“
sit-

in
d
e

m
o

n
stratio

n
s”

の
類
の
試
み
は
、
整
然
と
し
て
お
り
、
地
域
商
業
に
攻
撃
を
与
え
る
も
の
で
な
く
と
も
許
さ
れ
な
い
と
し
て

い
た
。
本
件
の
一
週
間
前
、
九
月
一
〇
日
に
同
市
の
別
店
舗
で
同
種
の
出
来
事
が
生
じ
た
こ
と
を
受
け
て
警
察
本
部
長
は
声
明
を
発

し
、｢

我
々
は
、
本
日
の
座
り
込
み
運
動
に
参
加
し
た
白
人
お
よ
び
黒
人
双
方
の
学
生
の
親
に
、
こ
の
種
の
行
動
は
地
域
の
利
益
に
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含
ま
れ
な
い
こ
と
を
こ
れ
ら
の
若
者
に
注
意
す
る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。
…
我
々
は
、
警
察
お
よ
び
そ
の
職
員
は
、
ニ
ュ
ー
・
オ
ー

リ
ン
ズ
市
お
よ
び
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
の
法
律
を
執
行
す
る
用
意
が
あ
り
、
か
つ
そ
の
能
力
を
有
す
る
こ
と
を
完
全
に
理
解
す
る
よ
う
す

べ
て
の
者
に
求
め
ま
す｣

と
述
べ
た
。
九
月
一
三
日
に
は
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
市
長
も
こ
の
種
の
行
為
を
非
難
し
、
そ
の
中
止
を

要
求
す
る
声
明
を
発
し
た
。
声
明
の
一
部
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。｢

私
は
、
本
日
、
参
加
者
の
公
言
し
た
目
的
ま
た
は

意
図
に
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ら
な
る
座
り
込
み
運
動
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
を
警
察
本
部
長
に
指
示
し
ま
し
た
…
。
／
地
域
の
利
益
、
公

共
の
安
全
お
よ
び
本
市
の
経
済
的
繁
栄
が
求
め
る
の
は
、
こ
の
種
の
運
動
の
停
止
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
ら
は
警
察
に
よ
っ
て
禁

止
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
の
が
私
の
判
断
で
す
。｣

上
訴
人
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
カ
ウ
ン
テ
ィ
刑
務
所
で
の
六
〇
日
の
服
役
お
よ
び
三
五
〇
ド
ル
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
、
罰
金
を
支
払
わ
な

い
場
合
に
は
さ
ら
に
六
〇
日
の
服
役
が
追
加
さ
れ
た
。
ル
イ
ジ
ア
ナ
州
最
高
裁
判
所
は
有
罪
判
決
を
維
持
し
た

(

�)

。

�

P
eterson

v.
C

ity
of

G
reen

ville

一
九
六
〇
年
八
月
九
日
、
一
〇
名
の
黒
人
少
年
・
少
女
が
サ
ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
市
のS

.
H

.
K

re
ss

店

舗
に
入
り
、
サ
ー
ヴ
ィ
ス
の
提
供
を
求
め
て
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
に
着
席
し
た
。
全
国
チ
ェ
ー
ン
に
属
す
る
同
店
舗
は
広
く
一
般

大
衆
に
開
か
れ
、
黒
人
客
も
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
以
外
の
売
り
場
で
は
歓
迎
さ
れ
て
い
た
が
、
支
配
人
は
、
上
訴
人
ら
が
カ
ウ
ン

タ
ー
に
着
席
し
て
い
る
の
を
見
て
、
店
員
に
警
察
署
へ
電
話
さ
せ
、
照
明
を
消
し
て
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
た
と
述
べ

た
。
到
着
し
た
警
官
と
州
職
員
が
い
る
前
で
、
支
配
人
は
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
は
閉
鎖
さ
れ
て
お
り
、
全
員
そ
の
場
を
立
ち
去
る

よ
う
告
げ
た
。
上
訴
人
ら
は
、
五
分
間
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
に
静
か
に
着
席
し
続
け
た
後
逮
捕
さ
れ
た
。
支
配
人
が
退
去
を
求
め

た
の
は
、
差
別
な
し
の
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
は

｢

地
域
の
慣
習
に
反
し｣

、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
け
る
人
種
分
離
を
義
務
づ
け
る
グ
リ
ー
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ン
ヴ
ィ
ル
市
条
例
に
反
す
る
と
の
理
由
か
ら
で
あ
っ
た
。

上
訴
人
ら
は
、
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
市
裁
判
所
に
お
い
て
、
警
告
後
の
不
退
去
を
処
罰
す
る
州
不
法
侵
入
法
違
反
で
有
罪
と
さ
れ
、

各
一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
ま
た
は
刑
務
所
で
の
三
〇
日
の
服
役
に
処
せ
ら
れ
た
。
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
・
カ
ウ
ン
テ
ィ
裁
判
所
へ
の
上
訴

は
棄
却
さ
れ
、
サ
ウ
ス
・
キ
ャ
ロ
ラ
イ
ナ
州
最
高
裁
判
所
も
こ
れ
を
維
持
し
た

(

�)

。
州
最
高
裁
判
決
は
市
条
例
の
存
在
に
は
言
及
し
て

い
る
も
の
の
、
被
告
人
ら
の
訴
追
は
同
条
例
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
事
実
審
に
お
い
て
も
同
裁
判
所
に
お
い
て
も
条
例
の
適
法
性

に
つ
い
て
は
問
題
と
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
い
る

(

�)

。

�

W
righ

t
v.

G
eorgia

上
訴
人N

ath
an

ie
l

W
rig

h
t

ら
は
六
名
の
若
い
黒
人
で
あ
り
、
一
九
六
〇
年
一
月
二
三
日
月
曜
の
午
後
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
サ
ヴ
ァ

ン
ナ
市
のD

affin

公
園
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
コ
ー
ト
で
遊
ん
で
い
た
。
公
園
は
市
が
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
目
的
で
所
有
・
管
理
し
て

お
り
、
慣
習
的
に
白
人
の
み
が
使
用
し
て
き
た
。
公
園
職
員
は
上
訴
人
ら
に
公
園
か
ら
出
て
行
く
よ
う
に
命
じ
、
上
訴
人
の
一
人
が

｢

何
の
権
限
で｣

退
去
を
求
め
る
の
か
と
尋
ね
た
が
、
職
員
は
明
ら
か
に
す
る
必
要
は
な
い
と
応
じ
た
。
逮
捕
の
際
、
上
訴
人
ら
は

警
官
に
従
い
、
連
行
時
に
も
妨
害
を
せ
ず
、
群
衆
も
集
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
。

上
訴
人
ら
は

｢

治
安
を
乱
す
目
的
で｣

集
合
し
、
職
員
の
指
示
に
従
わ
な
か
っ
た
と
し
て
不
法
な
集
会
を
処
罰
す
る
州
法
違
反
で

訴
追
さ
れ
、
五
名
は
一
〇
〇
ド
ル
の
罰
金
ま
た
は
五
ヶ
月
の
収
監
に
、W

rig
h

t

は
一
二
五
ド
ル
の
罰
金
ま
た
は
六
ヶ
月
の
収
監
と

さ
れ
た

(

�)

。

こ
れ
ら
七
件
の
裁
量
上
訴
が
認
容
さ
れ
た
背
後
に
は
い
か
な
る
考
慮
が
あ
っ
た
の
か
。
裁
量
上
訴
申
立
て
に
つ
い
て
審
議
し
た
際
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の
合
議
の
内
容
は
確
認
で
き
な
い
が
、
合
議
に
先
立
っ
て
ウ
ォ
ー
レ
ン
が
回
覧
し
た
文
書
か
ら
は
、
不
法
侵
入
罪
で
の
処
罰
を
認
め

た
原
判
決
を
い
か
に
し
て
破
棄
し
う
る
か
、
そ
の
た
め
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
拒
否
の
背
後
に
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
う

る
だ
け
の
州
権
力
の
関
与
を
各
事
案
に
見
い
だ
し
う
る
か
と
い
う
考
慮
が
存
在
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、

L
om

b
a

rd
事
件
は
市
の
公
職
者
に
よ
る
重
大
な
関
与
が
あ
る
こ
と
、G

riffin

事
件
は
遊
園
地
の
職
員
が
特
別
保
安
官
代
理
で
も
あ

る
と
い
う
独
特
の
状
況
ゆ
え
に
い
ず
れ
も
審
理
す
べ
き
と
さ
れ
る

(

�)

。
ま
た
、G

ob
er

事
件
とP

eterson

事
件
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お

け
る
人
種
隔
離
を
義
務
づ
け
る
制
定
法
ま
た
は
条
例
の
存
在
が
重
要
な
問
題
を
生
む
が
ゆ
え
に
審
理
さ
れ
る
べ
き
と
さ
れ
、
か
つ

P
eterson

事
件
は
支
配
人
が
隔
離
条
例
の
存
在
ゆ
え
に
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
を
閉
鎖
す
る
と
述
べ
て
い
た
こ
と
か
ら

｢

最
良
の
事

案｣

と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る

(
�)
。
さ
ら
に
、
典
型
的
な
不
法
侵
入
事
案
と
さ
れ
た
事
件
の
う
ち
、
州
最
高
裁
判
決
が
漠
然
性
ゆ
え
無

効
の
論
点
に
つ
き
判
断
し
て
い
る
こ
と
か
らA

ven
t

事
件
を
選
択
す
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
とW
righ

t
事
件
は
、
座
り
込
み
行
為
自
体
の
処
罰
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、

前
者
は
著
名
な
公
民
権
運
動
の
活
動
家
に
よ
るG

ob
er

事
件
で
の
座
り
込
み
へ
の
支
援
が
処
罰
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
処
罰
は

座
り
込
み
運
動
の
拡
大
に
対
す
る
嫌
が
ら
せ
的
措
置
で
も
あ
っ
てG

ob
er

事
件
と
併
せ
て
処
理
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て

か
か
る
犯
罪
の
教
唆
処
罰
が
第
一
修
正
・
第
一
四
修
正
に
違
反
す
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
と
み
ら
れ
た
こ
と

(

�)

か
ら
裁
量
上
訴
が
認
容

さ
れ
た
と
考
え
う
る
。
ま
た
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
、
上
訴
人
ら
の
行
為
に
公
園
に
お
け
る
隔
離
に
抗
議
す
る
趣
旨
が
読
み

取
ら
れ
た
こ
と

(

�)

と
上
記
�
治
安
紊
乱
罪
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
事
案
で
あ
り
、
他
の
治
安
紊
乱
罪
の
適
用
が
問
題
と
な
っ
た
事
例

の
処
理
の
た
め
に
裁
量
上
訴
が
認
容
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

(

�)

。

こ
う
し
て
、
来
た
る
一
九
六
二
年
一
〇
月
か
ら
の
開
廷
期
で
審
理
さ
れ
る
べ
き
事
案
が
出
そ
ろ
っ
た
。
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三

憲
法
上
の
争
点
と
対
抗

上
訴
人
ら
の
弁
護
は
、
州
裁
判
所
段
階
か
ら
担
当
し
て
き
た
各
地
域
の
弁
護
士
に
加
え
、
前
開
廷
期
のG

a
rn

er

判
決
に
引
き
続

き
、
全
国
有
色
人
種
地
位
向
上
協
会
法
廷
弁
護
教
育
基
金

(
N

A
A

C
P

L
e

g
al

D
e

fe
n

se
an

d
E

d
u

catio
n

al
F

u
n

d
.

以
下
Ｌ
Ｄ
Ｆ
と

略)

か
ら
首
席
弁
護
人
の
ジ
ャ
ッ
ク
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
、
ジ
ェ
イ
ム
ス
・
ナ
ブ
リ
ッ
ト
三
世
、
数
少
な
い
女
性
弁
護
士
の
コ
ン
ス

タ
ン
ス
・
ベ
イ
カ
ー
・
モ
ト
リ
ィ
、
さ
ら
に
は
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク

(

イ
ェ
ー
ル
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
教
授)

な
ど
が
加
わ
っ

た
体
制
で
進
め
ら
れ
た

(

�)
。
こ
の
弁
護
人
チ
ー
ム
は
、
Ｌ
Ｄ
Ｆ
が
中
心
と
な
っ
て
最
高
裁
に
提
出
す
る
書
面
や
弁
論
の
内
容
を
検
討
・

調
整
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
や
模
擬
法
廷
を
開
催
す
る
な
ど
、
運
動
の
同
時
多
発
的
性
格
ゆ
え
に
限
界
は
あ
っ
た
も
の
の
、
可
能
な

限
り
で
の
統
一
的
対
応
を
追
求
し
つ
つ

(

�)

、
有
罪
判
決
破
棄
を
勝
ち
取
り
う
る
た
め
の
複
数
の
論
拠
を
主
張
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ

ら
の
主
張
は
、
以
下
の
三
点
に
大
別
で
き
る

(

�)

。
第
一
は
、
既
存
の
判
例
法
理
を
前
提
と
し
て
個
別
事
案
で
の
勝
利
を
目
指
す
と
い
う

も
の
で
あ
り
、
そ
の
典
型
は
、
州
権
力
に
よ
る
人
種
差
別
が
第
一
四
修
正
違
反
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
私
人
に
よ
る
ラ
ン
チ
・

カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
人
種
隔
離
の
背
後
に
州
の
関
与
を
見
い
だ
す
こ
と
で
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
、
第
一
四
修
正
違
反
と

し
て
有
罪
判
決
破
棄
を
主
張
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
適
用
法
令
の
漠
然
性
ゆ
え
無
効
の
主
張
やG

a
rn

er

判
決
で
用
い

ら
れ
た
証
拠
不
十
分
の
主
張
も
こ
こ
に
含
め
ら
れ
よ
う
。
第
二
は
、
土
地
取
引
に
か
か
る
人
種
制
限
約
款
の
司
法
的
執
行
を
ス
テ
イ

ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
認
め
たS

h
elley

v.
K

ra
em

er

判
決

(

�)

を
拡
張
し
て
、
不
法
侵
入
罪
や
治
安
紊
乱
罪
の
よ
う
に
文
面
上
は
人
種
差

別
・
隔
離
に
関
わ
り
な
い
規
定
を
人
種
隔
離
維
持
の
た
め
に
適
用
す
る
こ
と
を
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
違
憲
と
す
る
主
張

で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
公
衆
利
用
施
設
に
お
け
る
人
種
隔
離
は
、
私
人
が
所
有
・
運
営
し
、
か
つ
明
確
な
州
の
関
与
が
な
く
て

も
そ
れ
自
体
平
等
保
護
条
項
違
反
で
あ
る
と
す
る
主
張
で
あ
る
。
と
く
に
第
二
、
第
三
の
憲
法
論
は
、C

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

以
来
の

合衆国最高裁判所一九六二年開廷期の sit-in cases

39



(586)

ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
自
体
の
修
正
な
い
し
放
棄
に
つ
な
が
る
射
程
を
有
す
る
も
の
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
回
想
に

よ
れ
ば
、
こ
の
主
張
に
つ
い
て
は
弁
護
人
チ
ー
ム
の
中
で
も
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ラ
ッ
ク
の
貢
献
が
大
き
か
っ
た
と
い
う

(

�)

。
ブ
ラ
ッ
ク

が
本
格
的
に
書
面
作
成
に
も
関
わ
る
の
は
翌
一
九
六
三
年
開
廷
期
の
諸
事
件
か
ら
で
あ
る
が
、
彼
は
す
で
に
一
九
六
二
年
一
〇
月
公

表
の
論
稿
に
お
い
て
、
座
り
込
み
事
件
へ
の
直
接
的
な
言
及
は
な
い
も
の
の
、
名
目
上
は
私
人
に
よ
る
行
為
に
つ
い
て
も
ス
テ
イ
ト
・

ア
ク
シ
ョ
ン
の
有
無
で
な
く
州
の
関
与
の
実
質
を
問
題
と
す
べ
き
と
し
て
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
理
の
放
棄
に
つ
な
が
る
主

張
を
行
っ
て
い
る

(

�)
。
こ
う
し
た
理
論
的
支
援
も
受
け
て
構
成
さ
れ
た
上
訴
人
側
の
憲
法
論
は
、
す
で
にG

a
rn

er

判
決
ダ
グ
ラ
ス
同

意
意
見

(

�)

と
い
う
形
で
こ
れ
に
呼
応
す
る
見
解
が
示
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
後
もsit-in

case
s

に
お
け
る
一
方
の
極
に
あ
り
続
け
る
こ

と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
、
被
上
訴
人
の
州
・
自
治
体
側
の
基
本
的
主
張
は
、
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
に
お
け
る
黒
人
へ
の
サ
ー
ヴ
ィ

ス
提
供
拒
否
は
あ
く
ま
で
私
人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
不
法
侵
入
罪
規
定
の
執
行
も
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
構
成
し
な
い
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
そ
の
背
後
に
は
、
私
人
に
よ
る
財
産
権
行
使
に
は
そ
の
所
有
・
管
理
す
る
不
動
産
へ
の
立
ち
入
り
を
人
種
に
基

づ
い
て
拒
否
す
る
こ
と
も
含
ま
れ
、
か
か
る
財
産
権
保
護
の
た
め
の
州
に
よ
る
不
法
侵
入
罪
規
定
の
執
行
は
第
一
四
修
正
に
違
反
し

な
い
と
い
う
、
い
わ
ば

｢

差
別
す
る
権
利｣

(
rig

h
t

to
d

iscrim
in

ate)

と
も
呼
び
う
る
主
張

(

�)

が
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
主
張
が
も

う
一
方
の
極
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
る
。

さ
ら
に
、G

a
rn

er

事
件
に
引
き
続
き
、
今
開
廷
期
で
も
合
衆
国
政
府
が
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
ィ
と
し
て
参
加
し
、
原
判
決
破
棄

を
求
め
る
ブ
リ
ー
フ
を
提
出
し
て
い
る

(

�)

。
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
司
法
長
官
率
い
る
司
法
省
は
、
一
九
六
二
年
九
月
に
は
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
メ
レ
デ
ィ
ス
の
ミ
シ
シ
ッ
ピ
大
学
入
学
の
た
め
連
邦
軍
を
派
遣
す
る
な
ど
公
民
権
運
動
の
高
揚
と
と
も
に
関
与
を
強
化
し
て
い

た
が

(

�)

、
こ
の
時
期
に
は
一
連
の
議
員
定
数
再
配
分
事
件
が
最
高
裁
に
係
属
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て

(

	)

、
ア
ミ
カ
ス
・
キ
ュ
リ
ィ
と
し

て
の
訴
訟
関
与
も
急
激
に
増
大
さ
せ
て
い
た

(


)

。
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し
か
し
、
訟
務
長
官
ア
ー
チ
バ
ル
ド
・
コ
ッ
ク
ス
が
主
導
し
た
合
衆
国
政
府
の
主
張
は
、
こ
れ
ら
の
事
件
が
何
百
万
人
も
の
黒
人

に
対
し
て
、
財
産
権
保
護
の
た
め
の
州
の
責
任
に
と
っ
て
、
そ
し
て
国
全
体
に
対
し
て
持
ち
う
る
重
要
な
意
義
を
指
摘
し
た
上
で

(

�)

、

上
訴
人
側
を
支
持
し
て
州
裁
判
所
の
有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
い
う
結
論
は
一
貫
し
て
い
た
も
の
の
、
既
存
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク

シ
ョ
ン
法
理
を
拡
張
・
修
正
し
た
上
で
の
第
一
四
修
正
違
反
と
い
っ
た
憲
法
上
の
主
張
を
徹
底
的
に
排
除
し
、
あ
く
ま
で
も
個
別
事

案
の
事
情
に
即
し
た
限
定
的
な
論
拠
に
基
づ
き
原
判
決
破
棄
を
求
め
る
も
の
で
あ
っ
た
。A

ven
t

事
件
で
合
衆
国
政
府
が
提
出
し
た

ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
は

(

�)

、
冒
頭
で
、
可
能
で
あ
れ
ば
争
点
を
限
定
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
てC

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

の
妥

当
性
は
問
題
と
し
な
い
と
述
べ
、
私
人
の
所
有
す
る
住
宅
内
の
プ
ー
ル
か
ら
特
定
の
人
種
や
信
条
ゆ
え
に
退
去
を
求
め
た
場
合
に
州

が
警
察
力
や
法
的
救
済
を
利
用
さ
せ
る
こ
と
は
州
に
よ
る
平
等
保
護
の
否
定
で
は
な
い
と
の
一
般
論

州
側
の
主
張
に
も
合
致
す

る

を
示
す
。
こ
の
ブ
リ
ー
フ
は
、
こ
れ
に
対
立
す
る
上
訴
人
側
の
主
張
を
も
紹
介
し
つ
つ
、
か
か
る
広
い
争
点
に
つ
い
て
本
件

で
は
判
断
す
る
必
要
は
な
く
、
そ
う
す
べ
き
で
も
な
い
と
し
、
州
が
責
任
を
負
う
べ
き
特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
上
述
の
州
側
の
主

張
が
適
用
さ
れ
る
べ
き
と
仮
定
し
た
と
し
て
も
、
本
件
の
各
事
案
に
は
こ
の
原
則
は
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
本
件
で

は
黒
人
た
ち
は
適
法
に
店
内
に
い
た
の
で
あ
っ
て
、
誰
に
対
し
て
自
ら
の
土
地
に
入
る
こ
と
を
禁
じ
る
か
、
あ
る
い
は
客
や
取
引
相

手
と
し
て
誰
を
招
待
す
る
か
を
決
定
す
る
土
地
所
有
者
の
特
権
は
実
質
上
含
ま
れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
は
、L

om
b

a
rd

事
件
の
舞

台
と
な
っ
た
店
舗
で
は
白
人
も
有
色
人
種
も
含
む
一
般
公
衆
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
お
り
、
白
人
に
の
み
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供

し
て
い
た
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
で
も
そ
れ
を
示
す
掲
示
は
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
こ
の
事
情
はP

eterson
,

G
ob

er,
S

h
u

ttlesw
orth

各
事
件
で
も
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
す
る
。A

ven
t

事
件
で
は
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
の
利
用
を
明
示
的
に

｢

招
待
客｣

に
限
定
す
る

と
の
掲
示
が
あ
り
、
こ
れ
は
黙
示
的
に
は
上
訴
人
ら
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
が
、
店
舗
の
他
の
区
域
は
差
別
な

く
黒
人
客
に
開
か
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
唯
一
の
現
実
的
制
限
は
白
人
客
と
黒
人
客
と
が
同
じ
場
所
で
食
事
を
と
る
こ
と
を
認
め
な
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い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
こ
の
ブ
リ
ー
フ
は
、
本
件
に
憲
法
上
の
私
的
財
産
権
の
実
質
的
主
張
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
は

明
白
で
あ
る
と
す
る
が
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
本
件
の
訴
追
を
通
し
て
各
州
は
不
当
な
差
別
に
つ
い
て
の
責
任
を
共
有
し
て
お
り
、

州
に
よ
る
平
等
保
護
の
否
定
は
逮
捕
と
訴
追
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
と
す
る
。A

ven
t,

G
ob

er,
P

eterson

各

事
件
で
は
自
治
体
条
例
で
公
共
の
飲
食
場
所
で
の
人
種
隔
離
を
要
求
し
て
お
り
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
で
は
か
か
る
場
所
で
の
座
り

込
み
の
教
唆
・
援
助
ゆ
え
に
有
罪
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、L

om
b

a
rd

事
件
で
は
条
例
は
な
い
も
の
の
州
の
法
と
政
策
が
同
様
の

効
果
を
有
し
て
い
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
ブ
リ
ー
フ
に
よ
れ
ば
、
本
件
で
判
断
す
べ
き
唯
一
の
問
題
は
、
店
内
の
他
の
場

所
で
は
黒
人
に
も
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
飲
食
の
提
供
に
つ
い
て
は
差
別
す
る
と
い
う
所
有
者
の
決
定

に
与
え
た
州
の
影
響
が
州
の
行
為
を
全
体
と
し
て
平
等
保
護
の
否
定
に
あ
た
る
も
の
と
す
る
の
に
記
録
上
十
分
で
あ
る
か
で
あ
り
、

も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
有
罪
判
決
は
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
州
が
そ
の
法
、
行
為
、
政
策
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
公
衆

に
開
か
れ
た
事
業
の
経
営
に
お
け
る
個
々
の
差
別
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
同
じ
州
が
私
的
か
つ
自
由
な
市
民
の

決
定
を
公
平
な
方
法
で
執
行
し
て
い
る
だ
け
だ
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
こ
の
ブ
リ
ー
フ
は
、
本
件
の
よ
う
に
条
例
や
政
策
が
存
在

す
る
上
で
有
罪
を
維
持
し
う
る
に
は
、
差
別
行
為
が
州
法
・
政
策
・
公
務
員
の
行
為
の
結
果
で
な
い
こ
と
、
そ
し
て
上
訴
人
ら
が
退

去
を
命
じ
ら
れ
た
時
点
で
そ
れ
が
州
の
違
憲
の
命
令
で
は
な
く
所
有
者
自
身
の
権
利
主
張
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
こ
と
の
二
点
が
認
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
本
件
の
各
事
案
で
は
い
ず
れ
も
認
定
で
き
ず
、
州
は
人
種
隔
離
す
べ
き
と

の
自
身
の
命
令
を
刑
事
処
罰
の
基
礎
と
し
て
い
る
と
し
て
各
有
罪
判
決
の
破
棄
を
求
め
て
い
る

(

�)

。

こ
う
し
た
コ
ッ
ク
ス
訟
務
長
官
に
よ
る
限
定
的
主
張
は
、
し
か
し
、
司
法
省
の
一
致
し
た
見
解
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

も
と
も
と
、
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
教
授
か
ら
訟
務
長
官
と
な
っ
た
コ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
は
、
よ
り
積
極
的
な
差
別
撤

廃
姿
勢
を
取
る
べ
き
と
す
る
ケ
ネ
デ
ィ
司
法
長
官
だ
け
で
な
く
、
ニ
コ
ラ
ス
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ク
司
法
次
官
、
バ
ー
ク
・
マ
ー
シ
ャ
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42



(589)

ル
公
民
権
局
担
当
司
法
長
官
補
佐
な
ど
と
の｢

温
度
差｣

な
い
し｢

対
立｣

が
伝
え
ら
れ
て
お
り

(

�)

、
カ
ッ
ツ
ェ
ン
バ
ッ
ク
や
マ
ー
シ
ャ

ル
な
ど
当
時
の
司
法
省
高
官
の
多
く
が
イ
ェ
ー
ル
・
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
出
身
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
す
で
に
最
高
裁
を
引
退
し
て
い

た
フ
ラ
ン
ク
フ
ァ
ー
タ
流
の
司
法
消
極
主
義
的
傾
向
を
有
す
る
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
学
派
に
連
な
る
コ
ッ
ク
ス
と
の

｢

対
立｣

と
い
う
構

図
が

誇
張
気
味
で
は
あ
る
も
の
の

取
り
沙
汰
さ
れ
て
も
い
た

(

�)

。
さ
ら
に
ま
た
、
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼

とG
riffin

事
件
の
弁
護
人
で
あ
る
ジ
ョ
セ
フ
・
ラ
オ
が
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
争
点
に
つ
い
て
の
上
訴
人
側
の
主
張
を
司

法
省
も
支
持
す
る
よ
う
コ
ッ
ク
ス
と
マ
ー
シ
ャ
ル
に
要
請
し
た
際
、
マ
ー
シ
ャ
ル
は
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
ら
に
同
調
の
意
を
示
し
た
も

の
の
、
コ
ッ
ク
ス
は
本
件
で
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
て
端
的
に
平
等
保
護
条
項
違
反
の
ゆ
え
に
有
罪
判
決
を
破
棄
す
る

こ
と
は
私
人
の
住
宅
で
の
パ
ー
テ
ィ
に
つ
い
て
も
人
種
差
別
を
禁
ず
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
し
て
支
持
を
拒
否
し
た
。
グ
リ
ー

ン
バ
ー
グ
は
、
公
務
員
に
よ
る
行
為
の
み
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
い
う
コ
ッ
ク
ス
の
見
解
は
ロ
ー
・
レ
ヴ
ュ
ー

の
論
文
に
は
ふ
さ
わ
し
い
も
の
の
、
合
衆
国
政
府
の
弁
護
士
た
る
訟
務
長
官
は
自
ら
は
賛
同
で
き
な
い
と
し
て
も
上
訴
人
側
を
支
持

す
る
べ
き
だ
と
ま
で
述
べ
て
説
得
を
試
み
た
が
、
コ
ッ
ク
ス
は
頑
と
し
て
主
張
を
変
え
な
か
っ
た
と
い
う

(

�)

。

も
ち
ろ
ん
、
コ
ッ
ク
ス
に
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
論
点
の
判
断
を
回
避
す
べ
き
と
考
え
る
彼
な
り
の
理
由
が
存
在
し
た
。

彼
の
回
想
に
よ
れ
ば
、sit-in

case
s

に
お
け
る
要
点
は
、
裁
判
所
が
憲
法
問
題
に
つ
い
て
判
断
す
る
際
に
は
公
民
権
運
動
側
に
立

つ
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
り
、
運
動
側
が
求
め
た
よ
う
な
す
べ
て
の
座
り
込
み
の
有
罪
判
決
が
第
一
四
修
正
違
反
と
な
る
か
と

い
う
本
質
的
問
題
に
つ
い
て
は
決
し
て
判
断
さ
せ
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
憲
法
問
題
の
判
断
を
回
避
す
べ
き
理
由

と
し
て
、
第
一
に
将
来
の
立
法
的
解
決
を
妨
げ
う
る
こ
と
、
第
二
に
裁
判
所
が
こ
の
問
題
に
つ
い
て
判
断
す
れ
ば
運
動
側
に
不
利
な

判
断
と
な
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
第
三
に
立
法
に
よ
る
こ
と
な
く
裁
判
所
の
判
断
で
解
決
を
図
れ
ば
、
そ
の
受
容
は
よ

り
困
難
に
な
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る

(

�)

。
コ
ッ
ク
ス
は
、
訟
務
長
官
退
任
後
の
著
書
に
お
い
て
も
、
あ
り
う
る
第
一
四
修
正
に
基
づ
く
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違
憲
論
を
挙
げ
つ
つ
、
そ
う
し
た
違
憲
論
は
州
の
行
為
と
私
人
の
行
為
と
の
区
別
や
適
用
さ
れ
る
べ
き
対
象
を
無
限
定
に
拡
大
し
か

ね
ず
、
裁
判
所
が
一
刀
両
断
的
に
境
界
線
を
確
定
す
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
は
最
高
裁
が
運
動
側
の
憲
法
上
の
主
張

を
斥
け
た
場
合
、
非
法
律
家
や
立
法
者
に
は
最
高
裁
が
有
罪
判
決
と
そ
の
背
後
に
あ
る
人
種
差
別
を
支
持
し
た
と
受
け
取
ら
れ
る
危

険
を
挙
げ
て
、
か
つ
て
の
自
ら
の
主
張
を
正
当
化
し
て
い
る
が

(

�)

、
結
局
司
法
省
内
の
異
論
を
押
さ
え
る
形
で
コ
ッ
ク
ス
流
の
限
定
的

論
拠
に
基
づ
く
も
の
と
な
っ
た
合
衆
国
政
府
の
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
は
、｢

考
え
ら
れ
る
限
り
最
悪
の
ブ
リ
ー
フ｣

｢

く
だ
ら
な
い

(

�)｣

、

｢

こ
れ
ま
で
読
ん
だ
中
で
最
も
意
気
地
な
し
の
文
書
の
一
つ

(

�)｣

な
ど
、
上
訴
人
側
弁
護
士
か
ら
の
き
わ
め
て
強
い
反
発
を
生
む
こ
と

に
も
な
っ
た
。
と
は
い
え
、
憲
法
問
題
の
判
断
を
回
避
し
、
事
案
ご
と
の
事
情
に
即
し
た
か
か
る
主
張
が
、
上
訴
人
ら
の
違
憲
論
を

強
烈
に
意
識
し
、
そ
れ
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
形
成
さ
れ
た
こ
と
に
は
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

最
高
裁
に
お
け
る
口
頭
弁
論
は
、
一
九
六
二
年
一
一
月
五
日
か
ら
七
日
の
三
日
間
連
続
で
行
わ
れ
た

(

�)

。A
ven

t

事
件
の
弁
論
に
加

え
て
他
の
事
件
で
も
反
論
に
立
っ
た
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
が

｢

そ
れ
ま
で
も
そ
れ
以
降
も
こ
ん
な
弁
論
を
し
た
こ
と
は
な
い
。
裁
判
所

は
、
一
二
〇
回
も
私
を
遮
っ
た

(

�)｣

と
回
想
す
る
ほ
ど
、
裁
判
官
た
ち
か
ら
は
事
案
の
細
部
に
わ
た
る
質
問
が
繰
り
出
さ
れ
た
。
ま
た
、

A
ven

t

事
件
の
原
判
決
は
隔
離
を
義
務
づ
け
る
ダ
ー
ラ
ム
市
条
例
に
触
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
の
、
上
訴
人
の
ブ
リ
ー
フ
が
簡
単
に

市
条
例
に
触
れ

(

�)

、
合
衆
国
政
府
の
ア
ミ
カ
ス
・
ブ
リ
ー
フ
が
こ
の
市
条
例
の
存
在
を
重
視
し
た
こ
と
か
ら

(

�)

、
口
頭
弁
論
で
も
裁
判
官

た
ち
か
ら
は
こ
の
点
に
つ
い
て
確
認
す
る
質
問
が
出
さ
れ
て
お
り

(

	)

、
こ
の
種
の
条
例
の
存
在
が
重
視
さ
れ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
舞
台
は
最
高
裁
内
部
に
移
る
。
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四

合
議

口
頭
弁
論
直
後
の
一
一
月
九
日
、
裁
判
官
に
よ
る
合
議
が
開
か
れ
た

(

�)

。
冒
頭
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
憲
法
上
の
広
い
論
点
に
つ
い
て

判
断
す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
と
し
て
、
主
要
な
ケ
ー
ス
た
る
べ
きP

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
条
例
の
存
在
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク

シ
ョ
ン
を
構
成
す
る
の
で
有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
し
、G

ob
er,

A
ven

t

両
事
件
に
つ
い
て
も
同
じ
理
由
で
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。

ま
た
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
市
長
お
よ
び
警
察
本
部
長
の
声
明
が
条
例
と
同
じ
効
果
を
有
す
る
と
し
て
、S

h
u

ttlesw
orth

事

件
に
つ
い
て
は
違
法
行
為
を
援
助
し
た
証
拠
は
な
い
と
し
て
、
さ
ら
にG

riffin

事
件
で
はP

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
に
従
う
べ

き
と
し
て
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
陪
席
裁
判
官
た
ち
も
全
事
件
に
つ
い
て
有
罪
判
決
破
棄
と
い

う
結
論
で
は
お
お
む
ね
一
致
し
た
も
の
の
、
上
訴
人
側
が
主
張
し
た
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
憲
法
論
に
つ
い
て
は
見
解

の
対
立
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
ず
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
、｢

必
要
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
事
案
で
本
案
に
つ
い
て
判
断
す
る
用
意
が
あ

る｣

と
宣
言
し
、
我
々
は
私
有
財
産
制
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
憲
法
解
釈
に
よ
っ
て
こ
の
財
産
権
を
否
定
す
べ
き
で
な
い
と

す
る
。
そ
し
て
、
店
舗
所
有
者
は
、
住
宅
所
有
者
と
同
じ
く
、
自
ら
の
不
動
産
に
誰
が
立
ち
入
る
こ
と
が
で
き
、
ど
れ
く
ら
い
と
ど

ま
る
こ
と
が
で
き
る
か
を
述
べ
る
権
利
を
有
す
る
の
で
あ
り
、
退
去
を
拒
否
す
る
者
が
い
れ
ば
警
察
を
呼
ん
で
排
除
で
き
る
と
い
う
。

ブ
ラ
ッ
ク
も
公
衆
に
開
か
れ
た
店
舗
と
住
宅
と
の
違
い
は
認
め
、
か
つ
差
別
な
く
顧
客
に
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
義
務
づ
け

る
州
法
・
連
邦
法
は
維
持
し
う
る
と
い
う
が
、
こ
れ
は
憲
法
上
の
相
違
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
ま
た
、
ブ
ラ
ッ
ク
は
、

本
件
の
よ
う
な
行
為
を
州
が
訴
追
し
た
場
合
、
所
有
者
自
身
の
自
由
な
意
思
に
基
づ
く
退
去
の
求
め
で
あ
っ
た
こ
と
を
立
証
す
る
責

任
は
州
の
側
に
あ
り
、
州
法
が
人
種
を
異
に
す
る
者
が
同
じ
場
所
で
食
事
す
る
こ
と
を
違
法
と
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
ば
違
憲
で

あ
る
と
明
言
す
る
。
さ
ら
に
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
に
つ
い
て
は
証
拠
不
十
分
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
特
別
保
安
官
代
理
に
よ
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る
憲
法
上
の
権
利
の
否
定
を
理
由
と
し
て
原
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
し
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
店
舗
所
有
者
と
警
察
と
の
相

談
が
あ
っ
た
こ
と
お
よ
び
市
長
の
声
明
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
ブ
ラ
ッ
ク
は
、
結
論
と

し
て
は
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
有
罪
判
決
破
棄
と
し
つ
つ
、
憲
法
論
と
し
て
は
私
有
財
産
権
を
重
視
し
、
隔
離
が
純
粋
に
私
人
の

意
思
の
み
に
基
づ
く
事
案
で
あ
れ
ば
不
法
侵
入
罪
で
の
処
罰
を
許
容
す
る
姿
勢
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
ダ
グ
ラ
ス
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
と
正
反
対
の
憲
法
論
を
主
張
し
た
。
す
な
わ
ち
、
南
部
に
お
け
る
強
力
な
隔
離
の
慣
習

お
よ
び
州
に
よ
る
各
種
規
制
ゆ
え
に
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
たG

a
rn

er

判
決
に
お
け
る
自
ら
の
同
意
意
見

(

�)

か
ら
一
歩

進
め
、
小
売
店
は
憲
法
適
合
的
に
隔
離
し
え
な
い
こ
と
を
明
確
に
し
た
上
で
す
べ
て
の
事
件
に
つ
い
て
有
罪
判
決
を
破
棄
す
る
べ
き

と
す
る
。
こ
れ
は
、
上
訴
人
側
の
主
張
の
中
で
も
、C

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

の
変
更
に
も
つ
な
が
る
最
も
広
範
な
も
の
に
応
じ
た
も
の

で
あ
り
、
ダ
グ
ラ
ス
自
身
も
ブ
ラ
ッ
ク
の
見
解
に
は
加
わ
れ
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
。

こ
う
し
て
憲
法
論
の
次
元
で
は
ブ
ラ
ッ
ク
と
ダ
グ
ラ
ス
が
両
極
の
主
張
を
提
示
し
、
憲
法
論
を
回
避
す
べ
き
と
す
る
ウ
ォ
ー
レ
ン

の
主
張
と
を
含
め
、
三
極
が
鼎
立
す
る
格
好
に
な
っ
た
。
他
の
裁
判
官
も
、
こ
の
三
極
を
意
識
し
つ
つ
各
々
の
見
解
を
表
明
す
る
こ

と
に
な
る
。
ブ
ラ
ッ
ク
の
主
張
に
同
調
し
た
の
は
、
ク
ラ
ー
ク
と
ハ
ー
ラ
ン
で
あ
る
。
ク
ラ
ー
ク
は
、
所
有
者
の
権
利
と
い
う
根
本

的
論
点
に
つ
い
て
は
ブ
ラ
ッ
ク
に
同
意
す
る
と
し
た
上
で

(

立
証
責
任
に
つ
い
て
は
州
法
に
従
う
べ
き
と
す
る)

、
ウ
ォ
ー
レ
ン
と

は
異
な
る
理
由
で
全
事
件
に
つ
い
て
原
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
す
な
わ
ち
、
条
例
が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
隔
離
を
義
務
づ

け
る
州
の
政
策
が
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
州
裁
判
所
で
条
例
の
存
在
が
示
さ
れ
て
い
な
か
っ
たA

ven
t

事
件
で
は
自
由
な
選
択
の
結

果
で
あ
る
か
を
確
認
す
る
た
め
取
消
し

(
G

ob
er,

G
riffin

両
事
件
に
つ
い
て
も
同
様)

、P
eterson

事
件
に
つ
い
て
は
州
法
の
よ
う

な
慣
習
お
よ
び
警
察
官
の
言
明
に
基
づ
き

(
W

righ
t

事
件
も
同
様)

、L
om

b
a

rd

事
件
に
つ
い
て
は
市
長
の
声
明
に
基
づ
き
、
い
ず

れ
も
破
棄
す
べ
き
と
し
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
に
つ
い
て
は
証
拠
不
十
分
ゆ
え
に
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
ま
た
、
ハ
ー
ラ
ン
も
私
有
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財
産
権
に
つ
い
て
は
完
全
に
ブ
ラ
ッ
ク
に
同
意
す
る
と
述
べ
た
上
で(

立
証
責
任
に
つ
い
て
は
違
憲
を
主
張
す
る
側
に
あ
る
と
す
る)

、

隔
離
を
求
め
る
条
例
が
廃
止
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
だ
け
で
は
店
舗
所
有
者
の
自
由
な
選
択
の
余
地
が
な
く
な
る
わ
け
で
は
な
い
と

し
、
条
例
の
存
在
自
体
に
よ
る
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
認
定
に
は
反
対
を
示
す
。
そ
し
て

｢

最
も
簡
単
な
事
件｣

た
る

P
eterson

事
件
に
つ
い
て
は
条
例
が
作
用
し
た
と
し
て
破
棄
す
べ
き
と
し

(

�)

、G
ob

er

事
件
に
つ
い
て
は
原
判
決
を
取
消
し
てP

eterson

事
件
に
照
ら
し
た
審
理
の
た
め
差
戻
し
、A

ven
t

事
件
に
つ
い
て
は
取
消
し
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
市
長
の
声
明
に
基
づ
か

せ
る
の
で
は
な
く
新
た
な
事
実
審
理
の
た
め
に
破
棄
す
べ
き
と
す
る
。
さ
ら
にS

h
u

ttlesw
orth

事
件
に
つ
い
て
は
、G

ob
er

事
件
が

な
け
れ
ば
有
罪
判
決
を
維
持
す
べ
き
で
あ
る
が
、
同
事
件
に
照
ら
し
た
審
理
の
た
め
差
戻
し
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
漠
然
性

ゆ
え
に
破
棄
す
べ
き
と
し
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
原
判
決
を
維
持
す
べ
き
と
し
た
。

一
方
、
ブ
レ
ナ
ン
は
、
ブ
ラ
ッ
ク
と
ダ
グ
ラ
ス
の
よ
う
に
憲
法
論
に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
は
な
い
と
し
た
。
条
例
が
存
在
す
る

事
案
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
存
在
ゆ
え
に
所
有
者
の
選
択
の
余
地
が
認
め
ら
れ
な
いP

eterson

事
件
が
主
要
な
事
件
た
る
べ
き
で
あ

り
、A

ven
t,

G
ob

er

両
事
件
も
こ
れ
で
解
決
し
う
る
と
す
る
。
ま
た
、
条
例
が
存
在
し
な
い
他
の
事
件
に
つ
い
て
も
、G

riffin

事
件

に
つ
い
て
は
逮
捕
し
た
の
が
特
別
保
安
官
代
理
で
あ
る
こ
と
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
黒
人
ゆ
え
の
訴
追
で
あ
る
こ
と
、

S
h

u
ttlesw

orth

事
件
に
つ
い
て
は
証
拠
不
十
分
を
理
由
と
し
て
、
す
べ
て
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
は
、
協
力
す
る
意

向
を
表
明
し
た
上
で
、
ダ
グ
ラ
ス
の
理
論
に
は
同
意
で
き
ず
、
所
有
者
は
顧
客
を
選
択
す
る
権
利
を
有
す
る
と
い
う
点
で
ブ
ラ
ッ
ク

に
同
意
す
る
と
す
る
。
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
も
条
例
と
慣
習
の
存
在
ゆ
え
に
州
に
よ
る
平
等
保
護
の
否
定
を
認
定
し
う
るP

eterson

事
件

を
中
心
と
す
べ
き
と
し
て
、
州
法
上
の
根
拠
の
問
題
に
踏
み
入
る
必
要
は
な
く
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
市
長
の
声
明
ゆ
え
に

破
棄
と
い
う
議
論
で
納
得
し
う
る
と
し
、G

ob
er

事
件
に
つ
い
て
は
条
例
の
存
在
に
つ
い
て
の
司
法
的
確
知
に
よ
り
う
る
と
す
る
。

こ
の
ほ
か
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
若
干
困
難
が
あ
る
も
の
の
、
逮
捕
の
動
機
が
黒
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
破
棄
す
べ
き
、
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S
h

u
ttlesw

orth

事
件
に
つ
い
て
は
証
拠
不
十
分
お
よ
び
言
論
処
罰
を
理
由
と
し
て
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
ブ
レ
ナ
ン

に
同
意
す
る
と
し
た
上
で
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
所
有
者
の
選
択
の
権
利
と
い
う
点
で
若
干
問
題
が
あ
る
も
の
の
破
棄
に
同

意
し
う
る
と
し

(

�)

、G
ob

er,
L

om
b

a
rd

,
P

eterson
,

A
ven

t

各
事
件
に
つ
い
て
も
同
様
に
破
棄
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
に
つ
い
て
は
言
論

処
罰
ゆ
え
に
破
棄
す
べ
き
と
し
た
。
ホ
ワ
イ
ト
も
、
ダ
グ
ラ
ス
の
主
張
し
た
広
い
根
拠
よ
り
も
限
定
的
な
根
拠
に
基
づ
く
方
が
よ
い

と
し
て
い
る
。
最
後
に
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
、
ダ
グ
ラ
ス
の
主
張
、
と
く
にS

h
elley

v.
K

ra
em

er

判
決
を
援
用
す
る
点
に
つ
い
て

大
部
分
賛
同
し
う
る
と
し
た
上
で
、
こ
う
し
た
広
い
論
点
を
扱
う
必
要
は
な
く
全
員
一
致
を
追
求
す
べ
き
と
し
て
、P

eterson

事
件

に
つ
い
て
は
条
例
に
従
っ
た
が
ゆ
え
に
、G

ob
er

事
件
に
つ
い
て
は
条
例
の
司
法
的
確
知
に
よ
り
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
明

確
に
市
長
の
声
明
ゆ
え
に
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
適
用
さ
れ
る
制
定
法
お
よ
び
証
拠
不
十
分
を
理
由
に
、G

riffin

事
件
に
つ

い
て
は
保
安
官
代
理
に
よ
る
訴
追
を
理
由
に
い
ず
れ
も
破
棄
す
べ
き
と
し
、A

ven
t

事
件
に
つ
い
て
はP

eterson

事
件
に
照
ら
し
た

判
断
の
た
め
に
差
戻
す
べ
き
と
し
た
。

こ
う
し
て
出
揃
っ
た
各
裁
判
官
の
意
見
は
、
全
事
件
に
つ
い
て
州
裁
判
所
の
有
罪
判
決
破
棄
と
い
う
方
向
性
で
は
基
本
的
に
一
致

し
た
も
の
の
、
私
人
に
よ
る
差
別
自
体
を
第
一
四
修
正
違
反
と
と
ら
え
う
る
か
と
い
う
憲
法
問
題
に
つ
い
て
は
、
私
有
財
産
権
を
理

由
と
し
て
こ
れ
を
斥
け
る
ブ
ラ
ッ
ク
の
主
張
に
ク
ラ
ー
ク
、
ハ
ー
ラ
ン
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
が
賛
意
を
示
し
、
こ
れ
と
対
立
す
る
ダ
グ

ラ
ス
の
主
張
に
は
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
が
賛
同
し
た
。
ま
た
、
憲
法
論
に
立
ち
入
る
こ
と
を
回
避
す
べ
き
と
い
う
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
立
場

に
は
ブ
レ
ナ
ン
と
ホ
ワ
イ
ト
が
賛
同
し
、
意
見
の
対
立
が
鮮
明
と
な
っ
た
。
し
か
も
、
九
名
の
裁
判
官
の
う
ち
、
財
産
権
を
重
視
す

る
ブ
ラ
ッ
ク
の
主
張
に
は
彼
自
身
を
含
め
過
半
数
獲
得
に
あ
と
一
名
と
な
る
四
名
が
賛
同
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
レ

ン
を
は
じ
め
と
し
て
今
回
の
諸
事
件
で
こ
の
論
点
に
立
ち
入
る
必
要
は
な
い
と
す
る
判
断
が
大
勢
を
占
め
た
た
め
、
各
事
案
固
有
の

事
情
に
基
づ
く
限
定
的
判
断
と
い
う
方
向
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
に
は
な
っ
た
が
、
次
開
廷
期
に
噴
出
す
る
こ
と
に
な
る
意
見
対
立
は
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す
で
に
こ
の
段
階
で
存
在
し
て
い
た
。

ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
の
発
言
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
開
廷
期
のG

a
rn

er

判
決
と
同
様
に
全
員
一
致
で
の
判
断
が
追
求
さ

れ

(

�)

、
そ
れ
が
限
定
的
根
拠
に
よ
る
判
断
へ
と
つ
な
が
っ
た
面
は
あ
る
も
の
の
、
各
事
案
の
処
理
に
つ
い
て
は
州
裁
判
所
へ
の
差
戻
し

の
可
能
性
を
含
め
て
裁
判
官
間
に
微
妙
な
差
異
が
存
在
し
た
。
と
り
わ
け
重
大
な
の
は
、
条
例
も
存
在
せ
ず
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
の
認
定
に
困
難
が
あ
る
と
目
さ
れ
たG

riffin

事
件
に
つ
い
て
、
ハ
ー
ラ
ン
が
有
罪
判
決
維
持
を
明
言
し
た
こ
と
で
あ
り
、
か
か

る
意
見
の
相
違
は
そ
の
後
の
事
件
処
理
に
影
を
落
と
す
こ
と
に
も
な
る
。
と
も
あ
れ
、
州
裁
判
所
の
有
罪
判
決
破
棄
と
の
結
論
は
全

事
件
で
過
半
数
を
占
め
、
ブ
ラ
ッ
ク
が
法
廷
意
見
執
筆
の
意
欲
を
示
し
た
も
の
の

(

�)

、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
自
ら
に
法
廷
意
見
執
筆
を
割
り

当
て
た
。

五

法
廷
意
見
の
形
成

ウ
ォ
ー
レ
ン
が
作
成
し
た
各
事
件
に
つ
い
て
の
法
廷
意
見
第
一
草
稿
は
、
一
九
六
三
年
二
月
七
日
に
回
覧
さ
れ
た

(

�)

。
ま
ず
、

P
eterson

事
件
第
一
草
稿

(

�)

は
、
事
案
を
述
べ
た
後
、
言
論
の
自
由
の
否
定
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
第
一
四
修
正
が
保

障
す
る
法
の
平
等
保
護
を
奪
わ
れ
た
と
す
る
上
訴
人
側
の
主
張
を
挙
げ
て
、
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
の
は
最
後
の
問
題
の
み
だ
と
す

る
。
証
拠
上
、
店
舗
支
配
人
の
判
断
は

｢

差
別
的
な
意
図
に
駆
り
立
て
ら
れ
た｣

も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
黒
人
で
あ

る
が
ゆ
え
に
上
訴
人
ら
を
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
排
除
し
よ
う
と
望
ん
だ
彼
の
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
有

罪
判
決
は
維
持
し
え
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
、
先
例
を
挙
げ
つ
つ
、
州
の
正
式
の
命
令
に
応
じ
、
ま
た
は
そ
れ
に
従
っ
て
な
さ
れ
た

も
の
で
は
な
い
と
し
て
も
あ
る
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
う
る
こ
と
は
し
っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
お
り
、
第
一
四
修

正
に
よ
る
制
限
の
一
つ
の
目
的
は
、
州
政
府
の
権
力
で
包
ま
れ
た
あ
る
種
の
行
為
を
禁
止
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
て
、｢[

第
一
四]
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修
正
の
諸
条
項
は
…
も
ち
ろ
ん
州
に
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た
自
然
人
と
法
人
と
を
問
わ
ず
、
州
権
力
が
託
さ
れ

た
す
べ
て
の
者
に
も
向
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る｣

と
す
る
先
例
の
一
節

(

�)

を
引
く
。
さ
ら
に
、
も
し
州
が
特
定
の
権
限
を
自
ら
に
留
保

し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
権
限
を
行
使
す
る
個
人
は
必
然
的
に
州
の
代
理
人
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
り
、
州
が
特
定
の
結

果
を
命
じ
て
い
る
と
き
は
、
州
は
そ
の
結
果
を
決
定
す
る
権
限
を
自
ら
に
残
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
と
し
て
、
本
件
で
は
州
の
代
理

人
た
る
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
市
は
そ
の
隔
離
条
例
に
よ
っ
て
レ
ス
ト
ラ
ン
施
設
が
人
種
隔
離
を
行
わ
ず
に
運
営
さ
れ
る
べ
き
か
の
判
断

を
市
に
留
保
す
る
こ
と
を
定
め
、
条
例
は
か
か
る
決
定
を
私
人
の
選
択
の
領
域
か
ら
移
し
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
隔
離
を
決

定
す
る
個
人
の
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
こ
と
を
実
質
的
に
決
定
し
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
黒
人
を
排
除
す
る

と
決
定
し
た
店
舗
支
配
人
は
州
の
権
限
を
行
使
し
た
の
で
あ
り
、
被
上
訴
人
が
主
張
す
る
よ
う
に
支
配
人
は
条
例
に
従
っ
て
行
動
し

た
の
で
は
な
く
、
ま
た
は
影
響
を
受
け
て
い
な
い
と
推
定
し
た
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
有
罪
判
決
は
維
持
し
え
な
い
と
し
た
。

ま
た
、L

om
b

a
rd

事
件
第
一
草
稿

(

�)
は
、
市
長
お
よ
び
警
察
本
部
長
に
よ
る
声
明
の
引
用
を
含
む
事
案
を
述
べ
た
後
、
店
舗
支
配
人

が
市
の
公
職
者
に
よ
っ
て
宣
明
さ
れ
た
政
策
に
従
っ
て
行
動
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
。
と
い
う
の
は
、
州
ま
た

は
市
は
立
法
部
を
通
し
て
と
同
様
に
執
行
部
を
通
し
て
も
有
権
的
に
行
動
し
う
る
の
で
あ
り
、
本
件
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
市
の
公

職
者
の
判
断
に
よ
っ
て
、
市
は
黒
人
ら
が
レ
ス
ト
ラ
ン
に
お
い
て
統
合
さ
れ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
求
め
る
こ
と
を
認
め
な
い
と
し
た
以

上
、
市
は
か
か
る
行
為
を
禁
ず
る
条
例
を
有
し
て
い
る
の
と
ま
っ
た
く
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
ず
、P

eterson

事
件
に

言
及
し
つ
つ
、
支
配
人
の
行
為
は
そ
れ
ゆ
え
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
州
自
身
が
混
乱
が
生
じ
て
い
な
い
の
に
黒
人
が

統
合
さ
れ
た
サ
ー
ヴ
ィ
ス
を
求
め
る
こ
と
を
禁
ず
る
の
は
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
疑
う
余
地
は
な
い
と
し
て
、
有
罪
判
決
は
維

持
し
え
な
い
と
し
た
。
さ
ら
に
、G

riffin

事
件
第
一
草
稿
は
、
上
訴
人
ら
の
逮
捕
は
州
の
代
理
人
た
る
保
安
官
代
理
に
よ
る
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
、
有
罪
判
決
破
棄
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た

(

�)

。
ウ
ォ
ー
レ
ン
に
よ
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る
こ
れ
ら
の
草
稿
は
、
条
例
の
存
在
、
市
長
ら
の
声
明
、
保
安
官
代
理
に
よ
る
逮
捕
と
い
う
各
事
案
に
含
ま
れ
る
要
素
に
着
目
し
て

ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
て
お
り
、
そ
の
限
り
で
は
合
議
で
表
明
さ
れ
た
限
定
的
根
拠
に
基
づ
く
有
罪
判
決
破
棄
と
い
う

路
線
に
基
づ
い
て
い
た
が
、P

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
で
は
私
人
の
行
為
自
体
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
り
う
る
可
能
性

を
認
め
る
記
述
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
ほ
か
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
第
一
草
稿

(

�)

は
、
上
訴
人
が
教
唆
し
た
と
さ
れ
る
座
り
込
み
行
為
は
州
法
お
よ
び
市
条
例
に
違
反

す
る
不
法
侵
入
の
一
形
態
で
あ
っ
て
言
論
の
自
由
の
制
限
を
含
ま
な
い
と
す
る
州
控
訴
裁
判
所
の
判
断
と
は
異
な
り
、｢

上
訴
人
ら

と
そ
の
支
持
者
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
端
的
に
他
の
ア
メ
リ
カ
市
民
と
等
し
い
扱
い
を
得
る
た
め
の
平
和
的
努
力
を
意
味｣

し
、

G
a

rn
er

判
決
お
よ
び
今
開
廷
期
のsit-in

case
s

に
お
け
る
判
断
か
ら
は
、
こ
の
語
が
あ
ら
ゆ
る
状
況
に
お
い
て
必
然
的
に
犯
罪
性

に
満
ち
て
い
る
も
の
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
と
す
る
。
そ
し
て
、
州
が
合
憲
的
に
犯
罪
と
し
う
る
行
為
の
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
を

教
唆
が
生
み
出
し
た
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
第
一
修
正
お
よ
び
第
一
四
修
正
が
州
に
よ
る
当
該
行
為
の
唱
道
の
処
罰
を
禁
じ
て

い
る
こ
と
は
確
立
さ
れ
て
お
り
、
本
件
で
は
明
白
か
つ
現
在
の
危
険
は
何
ら
州
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
な
い
と
し
て
、
伝
統
的
な
煽

動
処
罰
に
か
か
る
事
案
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
た
。
ま
た
、W

righ
t

事
件
第
一
草
稿
は
、
本
件
に
お
け
る
警
察
官

の
退
去
命
令
は
公
園
に
お
け
る
人
種
差
別
を
執
行
す
る
も
の
で
あ
っ
て
第
一
四
修
正
の
平
等
保
護
条
項
に
違
反
し
、
か
つ
上
訴
人
ら

の
行
為
が
他
者
に
よ
る
治
安
紊
乱
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
証
拠
上
乏
し
く
、
憲
法
適
合
的
に
処
罰
し
え
な
い
行
為
を
処
罰
し
う
る

よ
う
な
概
括
的
文
言
を
持
つ
制
定
法
に
よ
る
処
罰
は
適
正
な
告
知
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
が
、
こ
れ
は
最
終
的
に
公
表
さ

れ
た
判
決
の
後
半
部
分
と
基
本
的
に
同
一
の
内
容
で
あ
る

(

�)

。

こ
れ
ら
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
に
よ
る
法
廷
意
見
第
一
草
稿
に
対
し
、
ダ
グ
ラ
ス
は
早
く
も
二
月
一
一
日
に
同
意
す
る
旨
を
伝
え
つ
つ
、

G
riffin

,
S

h
u

ttlesw
orth

両
事
件
に
つ
い
て
意
見
を
執
筆
す
る
意
向
を
表
明
し
た

(
�)

。
ま
た
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
も
二
月
一
二
日
に
同
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意
の
旨
を
伝
え
た
が
、P

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
、
私
人
が
自
ら
州
権
力
を
行
使
し
た
と
直
接
的
に
宣
言
し
た
場
合
に
予
測
さ
れ

る
最
高
裁
へ
の
非
難
を
考
慮
し
つ
つ
、
条
例
の
存
在
自
体
が
強
制
力
を
持
っ
て
隔
離
と
そ
れ
に
続
く
刑
事
処
罰
を
も
た
ら
し
、
そ
の

執
行
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
と
の
文
章
に
差
し
替
え
る
こ
と
な
ど
を
提
案
し
て
い
る

(

�)

。
一
方
、
ハ
ー
ラ
ン
は
、
ウ
ォ
ー

レ
ン
の
第
一
草
稿
回
覧
翌
日
の
二
月
八
日
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
草
稿
に
は
同
意
で
き
ず
、
各
事
件
に
つ
い
て
自
ら
の
見
解
を
明
ら
か
に

す
る
個
別
意
見
執
筆
の
意
向
を
表
明
し
た

(

�)

。

こ
う
し
て
各
裁
判
官
が
動
き
を
示
す
中
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
は
、
ブ
レ
ナ
ン
ら
と
の
意
見
交
換
を
経
て
四
月
三
日
に
法
廷
意
見
第
二
草

稿
を
回
覧
し
た
。
そ
こ
で
は
、P

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
意
見
末
尾
の
文
章
が
修
正
さ
れ
、
市
の
隔
離
条
例
ゆ
え
に
飲
食
場
所
の

所
有
・
運
営
・
管
理
者
に
は
自
身
の
選
択
の
余
地
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
州
に
よ
る
差
別
を
強
制
す
る
法
律
制
定
と
い
う
明
ら
か
な

第
一
四
修
正
違
反
は

｢

差
別
者
の
心
理
的
衝
動
と
区
別
し
よ
う
と
す
る
こ
と
で
救
済
で
き
な
い｣

と
し
て
、
上
訴
人
ら
の
排
除
が
店

舗
支
配
人
の
私
的
選
択
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
よ
り
強
調
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、L

om
b

a
rd

事
件
に
お
い
て
は
、
や
は
り
意

見
末
尾
近
く
の
文
章
が
修
正
さ
れ
、P

eterson
事
件
を
よ
り
詳
細
に
引
き
つ
つ
、
白
人
と
黒
人
と
が
一
緒
に
着
席
す
る
こ
と
を
拒
否

し
た
の
は
所
有
者
ま
た
は
支
配
人
の
動
機
に
関
わ
り
な
く
人
種
を
隔
離
す
る
と
い
う
市
の
政
策
の
強
制
的
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
に
支
配
人
の
行
為
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
な
お
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
、
原
判
決

を
取
消
し
、P

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
に
照
ら
し
た
再
検
討
の
た
め
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
控
訴
裁
判
所
に
差
戻
す
と
の
ご
く
簡
単
な

p
e

r
cu

riam

形
式
の
草
稿
が
回
覧
さ
れ
た

(

�)

。
ほ
か
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
に
つ
い
て
は
、
同
開
廷
期
の
二
月
二
五
日
に
下
し
た
ば
か

り
の
治
安
紊
乱
罪
で
の
州
議
会
前
公
園
に
お
け
る
集
会
処
罰
を
第
一
修
正
違
反
と
し
たE

d
w

a
rd

s
v.

S
ou

th
C

a
rolin

a

判
決
を
意
見

末
尾
で
引
き
つ
つ
、
第
一
四
修
正
は

｢

州
が
不
人
気
な
見
解
の
平
和
的
表
現
を
犯
罪
と
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
な
い｣

の
で
、
同
修

正
は
か
か
る
見
解
を
表
明
す
る
よ
う
他
者
を
勧
誘
し
た
に
と
ど
ま
る
者
を
州
が
処
罰
す
る
こ
と
を
同
じ
く
禁
じ
て
い
る
と
の
文
章
に

神戸学院法学 第47巻第４号

52



(599)

修
正
さ
れ
て
い
る

(

�)

。
さ
ら
に
、W

righ
t

事
件
で
は
、
州
裁
判
所
に
お
け
る
審
理
で
連
邦
憲
法
上
の
主
張

(

適
用
上
違
憲)

が
適
切

に
提
起
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
き
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
か
ら
疑
義
が
示
さ
れ
、
裁
量
上
訴
が
誤
っ
て
認
容
さ
れ
た
と
し
て
却
下
す
る
可

能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
た
が

(

�)

、
ブ
レ
ナ
ン
に
よ
る
三
月
八
日
付
け
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
宛
メ
モ
で
の
助
言

(

�)

を
受
け
る
形
で
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア

州
法
に
照
ら
し
て
も
上
訴
人
ら
は
適
切
に
憲
法
上
の
争
点
を
提
起
し
て
い
た
と
理
解
し
う
る
と
の
記
述
が
追
加
さ
れ
た

(

�)

。
ブ
レ
ナ
ン

は
こ
れ
ら
第
二
草
稿
の
回
覧
後
に
同
意
を
表
明
し
、
ブ
ラ
ッ
ク
も
こ
れ
に
続
い
た

(

�)

。

六

個
別
意
見
と
対
抗
の
表
出

さ
て
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
に
よ
る
第
一
草
稿
回
覧
直
後
に
意
見
執
筆
の
意
向
を
示
し
て
い
た
ダ
グ
ラ
ス
は
、
二
月
一
二
日
にG

riffin

事
件
の
同
意
意
見
草
稿
を
回
覧
し
た

(
�)

。
後
述
の
よ
う
に
、
最
終
的
に
は
修
正
の
上L

om
b

a
rd

判
決
同
意
意
見

(

�)

と
し
て
公
表
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
こ
の
草
稿
で
、
ダ
グ
ラ
ス
は
、
州
裁
判
所
が
人
種
隔
離
を
義
務
づ
け
る
条
例
や
慣
習
を
執
行
す
る
と
き
は
ス
テ
イ
ト
・

ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
こ
と
が
疑
い
な
い
と
し
つ
つ
、
本
件
で
は
州
法
も
慣
習
も
存
在
し
な
い
た
め
、
公
衆
に
開
か
れ
た
施
設
の

所
有
者
が
個
人
の
選
択
と
し
て
あ
る
人
種
を
排
除
し
、
そ
れ
を
執
行
す
る
た
め
に
州
の
援
助
を
受
け
ら
れ
る
か
と
い
う

｢

基
本
的
問

題｣

に
直
面
す
る
と
す
る
。
ダ
グ
ラ
ス
も
個
人
の
住
宅
や
庭
で
あ
れ
ば
所
有
者
が
侵
入
者
を
排
除
す
る
た
め
州
の
援
助
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
は
否
定
し
な
い
が
、
私
人
の
所
有
に
か
か
る
遊
園
地
は
小
売
店
と
同
じ
く
公
衆
に
開
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
公
共

の
場
に
お
け
る
人
種
差
別
を
押
し
つ
け
る
た
め
に
州
警
察
、
州
裁
判
所
や
州
立
法
府
の
援
助
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。

そ
し
て
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
上
も
公
共
の
利
益
に
仕
え
る
事
業
は
規
制
さ
れ
う
る
と
の
判
例
が
存
在
し
、
法
の
平
等
保
護
を
求
め
る
憲

法
の
も
と
で
は
、
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
は
警
察
や
司
法
部
を
通
し
て
刑
事
制
裁
を
科
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
本
件
で
上
訴
人

ら
を
排
除
し
、
逮
捕
し
た
者
の
資
格

(

私
人
で
あ
る
か
保
安
官
代
理
で
あ
る
か)
は
決
定
的
で
は
な
く
、S

h
elley

v.
K

ra
em

er

判
決
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を
含
む
州
の
司
法
部
の
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
認
定
さ
れ
た
先
例
を
挙
げ
つ
つ
、
現
代
に
お
い
て
は
人
々
の
相
互
依
存

性
が
増
大
し
て
お
り
、
人
種
に
基
づ
い
て
特
定
の
人
々
を
排
除
す
る
こ
と
は
ま
さ
に
第
一
四
修
正
の
目
的
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
と

す
る
。
ダ
グ
ラ
ス
に
よ
れ
ば
、｢

あ
る
事
業
の
ド
ア
が
公
衆
に
開
か
れ
た
と
き
、
ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
が
我
々
の
公
共
の
場
所
に
蔓
延

す
べ
き
で
な
い
の
な
ら
、
そ
の
ド
ア
は
人
種
に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
者
に
開
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

の
で
あ
る
。
ダ
グ
ラ
ス

は
さ
ら
に
、G

a
rn

er

判
決
同
意
意
見
で
も
述
べ
て
い
た

(

�)

、
遊
園
地
が
州
か
ら
営
業
許
可
を
受
け
、
広
範
な
監
督
に
服
す
る
こ
と
か

ら
隔
離
は
許
さ
れ
な
い
と
い
う
理
由
も
付
け
加
え
て
い
る
が
、
こ
の
草
稿
の
中
心
は
、
不
動
産
取
引
の
契
約
に
か
か
るS

h
elley

判

決
を
公
衆
利
用
施
設
に
も
拡
張
し
、
そ
の
公
衆
に
開
か
れ
た
性
格
か
ら
人
種
に
基
づ
く
隔
離
が
憲
法
上
禁
じ
ら
れ
る
こ
と
を
正
面
か

ら
主
張
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
ダ
グ
ラ
ス
は
そ
の
後
二
月
一
四
日
に
修
正
版
の
草
稿
を
回
覧
し
、
さ
ら
に
四
月
五
日
に
はp

e
r

cu
riam

に
よ
る
理
由
な
し
で
の
破
棄
差
戻
し
に
反
発
し
て
、
無
条
件
で
破
棄
す
べ
き
と
す
る
意
見
草
稿
を
回
覧
し
て
い
る
が
、
基

本
的
な
論
旨
に
変
更
は
な
い

(

�)

。

一
方
、
ハ
ー
ラ
ン
は
、
四
月
二
九
日
に
各
事
件
に
つ
い
て
の
意
見
を
一
つ
に
ま
と
め
た
形
で
の
草
稿
を
回
覧
す
る

(

�)

。
こ
の
草
稿
で

ハ
ー
ラ
ン
は
、
法
廷
意
見
草
稿
はC

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

以
来
の
第
一
四
修
正
は
州
の
行
為
＝
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
み
に
適

用
さ
れ
る
と
い
う
法
理
を
前
提
と
し
、
か
つ
、
平
等
保
護
を
否
定
す
る
こ
の
種
の
行
為
は
、
経
営
者
が
そ
の
自
由
な
意
思
に
よ
っ
て

黒
人
を
排
除
す
る
こ
と
を
選
択
し
た
民
営
の
商
業
施
設
に
つ
い
て
不
法
侵
入
法
を
執
行
す
る
こ
と
の
み
に
見
い
だ
さ
れ
う
る
と
示
唆

し
て
は
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
、
司
法
的
執
行
は
も
ち
ろ
ん
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
検
討
の
終
わ
り

で
は
な
く
、
恣
意
的
差
別
へ
の
州
の
関
与
の
性
質
が
州
が
差
別
に
責
任
を
負
う
べ
き
と
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
否
か
が
究
極

の
実
質
的
問
題
で
あ
る
と
す
る
。
そ
し
て
、
外
観
上
は
私
人
の
行
為
に
よ
っ
て
平
等
保
護
が
否
定
さ
れ
た
と
主
張
さ
れ
る
事
件
の
基

礎
に
は
、
高
次
の
相
争
う
憲
法
上
の
主
張
の
衝
突
、
す
な
わ
ち
自
由
と
平
等
と
の
衝
突
が
存
在
し
、
個
人
が
仲
間
や
隣
人
を
選
択
し
、
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そ
の
財
産
を
適
切
と
思
う
よ
う
に
利
用
・
処
分
し
、
人
間
関
係
に
お
い
て
不
合
理
、
恣
意
的
、
気
ま
ぐ
れ
で
不
公
正
で
す
ら
あ
る
自

由
は
、
す
べ
て
政
府
に
よ
る
干
渉
か
ら
広
く
保
護
さ
れ
る
に
値
す
る
事
柄
で
あ
っ
て
、
こ
の
自
由
は
、
第
一
四
修
正
に
よ
る
制
限
が

政
府
の
行
為
と
私
人
の
行
為
と
に
区
別
な
く
適
用
さ
れ
れ
ば
、
平
等
の
名
に
お
い
て
踏
み
潰
さ
れ
て
し
ま
う
と
す
る
。
さ
ら
に
ハ
ー

ラ
ン
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
概
念
に
固
有
な
の
は
連
邦
制
の
諸
価
値
で
あ
り
、
連
邦
の
権
力
が
強
力
な
支
配
を
し
て
は
な

ら
ず
、
地
方
の
権
力
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
個
人
の
権
利
の
領
域
が
あ
る
こ
と
の
承
認
で
あ
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
基
本
的
観
点
か
ら

ハ
ー
ラ
ン
は
、
法
廷
意
見
草
稿
に
お
け
る
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
扱
い
方
、
そ
し
て
各
事
件
に
お
け
る
有
罪
判
決
破
棄
の
仕
方

に
は
大
き
な
逸
脱
が
あ
る
と
し
、
各
事
件
個
別
の
取
扱
い
と
結
論
が
求
め
ら
れ
る
と
す
る
。

ま
ず
、P

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
、
法
廷
意
見
草
稿
は
店
舗
側
に
よ
る
上
訴
人
ら
の
排
除
が
現
実
に
条
例
に
影
響
さ
れ
た
か
に

関
わ
り
な
く

｢

条
例
の
存
在
だ
け｣
で
州
不
法
侵
入
法
の
執
行
を
違
憲
と
す
る
が
、
ハ
ー
ラ
ン
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は

｢

魅
力
的
で
あ

る
が
、
誤
り
に
基
づ
く
主
張｣

で
あ
り
、
隔
離
す
る
と
の
店
舗
の
決
定
に
条
例
が
何
ら
か
の
役
割
を
果
た
し
た
の
か
を
検
討
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。
法
廷
意
見
草
稿
は
、
私
人
の
レ
ス
ト
ラ
ン
所
有
者
が
望
め
ば
隔
離
し
て
運
営
し
う
る
権
利
に
外
見
上
は
手
を
触
れ
て
い

な
い
が
、
実
際
に
は
本
件
条
例
と
同
種
の
法
が
存
在
し
続
け
て
い
る
す
べ
て
の
州
に
お
い
て
所
有
者
の
権
利
を
奪
っ
て
お
り
、
ハ
ー

ラ
ン
は
、｢

自
力
救
済｣

に
訴
え
る
こ
と
の
み
で
執
行
さ
れ
う
る
選
択
は
、
完
全
に
破
壊
さ
れ
な
く
と
も
大
い
に
薄
め
ら
れ
た
権
利

と
な
る
の
は
確
か
だ
と
す
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
個
人
が
自
ら
の
財
産
の
利
用
を
制
限
す
る
権
利
は
、
そ
の
権
利
の
特
定
の
行
使
が
い

か
に
罪
深
い
も
の
と
さ
れ
よ
う
と
も
第
一
四
修
正
の
対
象
を
越
え
た
と
こ
ろ
に
あ
り
、
隔
離
を
定
め
る
古
く
さ
い
法
が
存
在
す
る
場

合
で
も
、
個
人
が
自
ら
決
定
す
る
権
利
を
意
味
あ
る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
差
別
的
な
排
除
が
実
際
に
こ
う
し
た
法
に
よ
っ
て
影

響
さ
れ
た
か
を
問
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ー
ラ
ン
は
、
本
件
の
よ
う
な
条
例
の
存
在
を
示
す
こ
と
は
無
効
の
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
と
の
一
応
の
理
由
と
な
る
だ
け
で
あ
り
、
排
除
が
現
実
に
私
人
の
選
択
の
結
果
で
あ
る
こ
と
の
証
明
責
任
を
州
に
課
す
も
の
と
す
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る
が
、
事
実
審
に
お
い
て
市
側
は
店
舗
支
配
人
の
決
定
が
完
全
に
私
人
に
よ
る
選
択
で
あ
る
と
示
す
よ
う
な
反
証
を
何
ら
挙
げ
て
お

ら
ず
、
支
配
人
自
身
の
証
言
に
照
ら
し
て
も
、
結
論
と
し
て
は
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
て
法
廷
意
見
の
結
論
に
加
わ
る

と
し
て
い
る
。
次
に
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
ハ
ー
ラ
ン
は
、
法
廷
意
見
は
警
察
本
部
長
と
市
長
の
声
明
が
現
実
に
上
訴
人
ら
の

排
除
に
影
響
を
与
え
た
か
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
し
、
こ
れ
ら
の
声
明
は
市
民
一
般
に
向
け
ら
れ
、
か
つ
ニ
ュ
ー
・
オ
ー
リ
ン
ズ
市

に
お
け
る
隔
離
の
継
続
と
い
う
よ
り
も
治
安
維
持
の
た
め
の
努
力
と
し
て
と
ら
え
う
る
も
の
だ
と
す
る
。
彼
は
、
こ
れ
だ
け
で
あ
れ

ば
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
存
在
を
証
明
す
る
に
は
不
十
分
と
し
て
州
の
有
罪
判
決
を
維
持
す
べ
き
と
い
う
が
、
記
録
上
警
察
と

店
舗
側
と
の
よ
り
進
ん
だ
共
同
関
係
を
示
し
う
る
証
拠
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
事
実
審
判
事
は
弁
護
人
の
求
め
た
こ
の
点
に
つ

い
て
の
審
理
を
拒
絶
し
て
お
り
、
こ
れ
は
不
利
益
な
誤
謬
に
当
た
る
と
し
て
、
結
論
と
し
て
は
原
判
決
を
取
消
し
、
ス
テ
イ
ト
・
ア

ク
シ
ョ
ン
の
論
点
が
適
切
に
審
理
さ
れ
る
よ
う
な
新
規
の
事
実
審
理
の
た
め
差
し
戻
す
べ
き
と
し
た
。
ま
た
、G

ob
er

事
件
に
つ
い

て
は
、
ア
ラ
バ
マ
州
控
訴
裁
判
所
は
隔
離
を
義
務
づ
け
る
市
条
例
の
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
点
の
検
討
の
必
要
性

と
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
認
定
し
う
る
だ
け
の
条
例
の
影
響
に
つ
い
て
審
理
さ
せ
る
べ
く
、
原
判
決
を
取
り
消
し
て
州
控
訴
裁

に
差
し
戻
す
べ
き
と
し
、A
ven

t

事
件
に
つ
い
て
は
、
州
最
高
裁
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
隔
離
を
定
め
る
市
条
例
は
存
在
し
な
い
と
の
誤
っ

た
想
定
に
依
拠
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
審
理
の
た
め
事
件
を
差
し
戻
す
こ
と
に
同
意
す
る
が
、P

eterson

事
件
の
多
数
意
見
の
も
と

で
差
し
戻
さ
れ
る
と
い
う
前
提
に
同
意
で
き
な
い
た
め
、
そ
の
限
度
で
法
廷
意
見
と
そ
の
結
論
に
反
対
す
る
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
ハ
ー
ラ
ン
は
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
、P

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
と
は
ま
っ
た
く
事
実
が
異
な
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
理
由
な
し
で
原
判
決
を
取
り
消
し
、P

eterson
,

L
om

b
a

rd
両
事
件
の
判
決
に
照
ら
し
た
審
理
の
た
め
差
し
戻
す
と
す
る

法
廷
意
見
草
稿
は
困
惑
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
差
し
戻
さ
れ
る
べ
き
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
州
控
訴
裁
判
所
に
と
っ
て
も
そ
う
で
あ
ろ
う
と

い
う
。
彼
は
、
そ
の
審
理
の
た
め
差
し
戻
し
た
と
思
わ
れ
る
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
に
関
連
の
あ
る
事
実
は
す
べ
て
記
録
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上
示
さ
れ
て
い
る
が
、
法
廷
意
見
は
保
安
官
代
理
に
よ
る
本
件
民
営
遊
園
地
か
ら
の
上
訴
人
ら
の
排
除
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
か
否
か
と
い
う
争
点
に
つ
い
てP

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
判
決
い
ず
れ
も
決
定
的
で
あ
る
と
は
し
て
お
ら
ず
、
差
戻
し
に
よ
っ

て
何
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
理
解
で
き
な
い
と
し
て
、
本
来
当
裁
判
所
に
よ
っ
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
問
題
に
つ

い
て
判
断
さ
れ
る
べ
き
と
す
る
が
、
と
に
か
く
州
控
訴
裁
に
差
し
戻
す
と
さ
れ
る
以
上
、
本
件
ダ
グ
ラ
ス
同
意
意
見
で
表
明
さ
れ
た

見
解
の
検
討
を
含
め
た
こ
れ
ら
に
つ
い
て
の
判
断
は
今
後
最
高
裁
が
判
断
す
る
機
会
ま
で
差
し
控
え
る
と
し
て
い
る
。
最
後
に

S
h

u
ttlesw

orth

事
件
に
つ
い
て
ハ
ー
ラ
ン
は
、
法
廷
意
見
草
稿
は
二
名
の
上
訴
人
はG

ob
er

事
件
に
お
け
る
座
り
込
み
に
つ
い
て
の

教
唆
、
援
助
ま
た
は
煽
動
と
し
て
訴
追
さ
れ
た
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
有
罪
判
決
を
破
棄
し
て
い
る
が
、
両
名
は
座
り
込
み
の
教
唆

の
み
に
つ
い
て
で
な
く
一
般
的
に
刑
事
不
法
侵
入
条
例
違
反
の
教
唆
と
し
て
訴
追
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、G

ob
er

事
件
に
お
け
る

原
判
決
破
棄
は
本
件
で
の
破
棄
の
根
拠
と
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
さ
ら
に
彼
は
、
法
廷
意
見
草
稿
がE

d
w

a
rd

s
v.

S
ou

th
C

a
rolin

a

判
決
を
引
く
点
に
つ
き
、
同
事
件
は
公
有
財
産
上
の
示
威
運
動
を
憲
法
上
保
護
し
た
の
で
あ
り
、
人
種
関
係
の
領
域
に
お
い
て
人
民

が
私
有
地
に
お
い
て
所
有
者
の
意
思
に
反
し
て
示
威
運
動
を
行
う
憲
法
上
の
権
利
を
持
つ
と
は
信
じ
が
た
い
と
批
判
す
る
。
し
か
し

ハ
ー
ラ
ン
は
、B

illu
p

s

に
つ
い
て
は
訴
追
さ
れ
た
犯
罪
を
支
え
る
証
拠
を
記
録
上
欠
い
て
お
り
、
有
罪
判
決
は
破
棄
さ
れ
ね
ば
な

ら
な
い
と
す
る
一
方
、S

h
u

ttle
sw

o
rth

に
つ
い
て
は
状
況
が
異
な
り
、
私
人
の
所
有
地
で
所
有
者
の
反
対
に
も
か
か
わ
ら
ず
抗
議

を
行
い
、
刑
事
不
法
侵
入
を
行
う
よ
う
促
し
た
と
の
認
定
が
憲
法
上
許
さ
れ
な
い
と
は
い
え
な
い
が
、S

h
u

ttle
sw

o
rth

が
教
唆
し

た
と
す
る
不
法
侵
入
は
、
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
の
事
情
に
依
存
し
つ
つ
、
平
等
保
護
の
否
定
を
含
み
う
る
の
で
あ
り
、

バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
の
隔
離
条
例
が
持
ち
う
る
関
連
性
に
つ
い
て
ま
ず
は
州
裁
判
所
に
判
断
さ
せ
る
べ
く
差
し
戻
す
べ
き
と
す
る
。

ハ
ー
ラ
ン
は
、
そ
の
意
見
を

｢

こ
れ
ら
六
件
で
全
般
的
に
達
成
さ
れ
た
即
時
の
最
終
結
論
が
、
便
宜
上
の
も
の
と
し
て
は
正
当
化
し

う
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
は
理
解
で
き
る
と
は
い
え
、
そ
れ
ら
が
法
的
原
則

事
件
の
判
断
に
際
し
て
そ
れ
を
遵
守
す
る
こ
と
は
、
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長
期
的
に
は
法
の
支
配
の
安
定
性
を
も
っ
と
も
良
く
保
障
す
る
も
の
で
あ
る

に
基
づ
い
て
支
持
し
う
る
も
の
と
私
は
信
ず
る
こ

と
は
で
き
な
い｣

と
の
激
し
い
言
葉
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
が
、P

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
結
果
同
意
、L

om
b

a
rd

,
G

ob
er,

S
h

u
ttlesw

orth

各
事
件
に
つ
い
て
は
原
判
決
破
棄
で
な
く
取
消
し
・
差
し
戻
す
べ
き
と
す
る
反
対
、A

ven
t

事
件
に
つ
い
て
も
一
部

反
対
と
す
る
そ
の
結
論
は
、
前
開
廷
期
のG

a
rn

er

判
決
で
は
と
も
か
く
も
確
保
さ
れ
た
最
高
裁
の
全
員
一
致
を
崩
す
こ
と
に
な
っ

た
。
し
か
も
、
ハ
ー
ラ
ン
は
私
有
財
産
権
に
基
づ
く
隔
離
も
憲
法
上
保
護
さ
れ
う
る

し
た
が
っ
て
、
州
の
実
質
的
関
与
を
認
定

で
き
な
い
事
案
に
お
い
て
は
座
り
込
み
参
加
者
の
有
罪
維
持
と
な
り
う
る

と
す
る
思
考
を
随
所
で
示
し
、
現
にL

om
b

a
rd

,

G
riffin

,
S

h
u

ttlesw
orth

各
事
件
に
つ
い
て
有
罪
維
持
の
可
能
性
を
示
唆
し
て
も
お
り
、
合
議
で
示
さ
れ
た
意
見
対
立
は
個
別
意
見

の
形
で
も
明
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。

こ
う
し
て
ダ
グ
ラ
ス
、
ハ
ー
ラ
ン
が
両
極
の
意
見
を
回
覧
す
る
中
、
五
月
三
日
に
ク
ラ
ー
ク
が
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
同
調
、

A
ven

t,
P

eterson

両
事
件
に
つ
い
て
は
結
果
同
意
の
旨
の
文
章
追
加
、G

ob
er

事
件
で
は
州
控
訴
裁
判
所
の
判
断
に
つ
い
て
再
検
討

さ
せ
る
べ
く
原
判
決
を
取
り
消
し
て
差
し
戻
す
と
の
文
章
追
加
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
で
はB

illu
p

s

に
つ
い
て
は
証
拠
不
十
分
で

破
棄
、S

h
u

ttle
sw

o
rth

に
つ
い
て
は
隔
離
を
義
務
づ
け
る
条
例
に
関
す
る
問
題
の
判
断
の
た
め
取
り
消
し
て
差
し
戻
す
と
の
文
章

追
加
を
そ
れ
ぞ
れ
求
め
、
さ
ら
にL

om
b

a
rd

,
G

riffin
両
事
件
に
つ
い
て
は
反
対
意
見
を
執
筆
す
る
旨
を
表
明
し
た

(

�)

。
同
日
回
覧
さ

れ
た
ク
ラ
ー
ク
の
反
対
意
見
草
稿
は
、L

om
b

a
rd

事
件
に
つ
い
て
は
、
法
廷
意
見
草
稿
が
市
の
公
職
者
に
よ
っ
て
宣
明
さ
れ
た
政
策

に
従
っ
て
店
舗
支
配
人
が
行
動
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
必
要
は
な
い
と
す
る
点
に
つ
き
、
こ
れ
は
上
訴
人
の
防
禦
に
必
要
な
要
素
で

あ
る
と
し
て
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
、
遊
園
地
か
ら
の
上
訴
人
ら
の
排
除
は
州
で
な
く
遊
園
地
所
有
者
に
よ
る
も
の
で
あ
っ

た
と
し
て
、
い
ず
れ
も
有
罪
判
決
を
維
持
す
べ
き
と
す
る

(

�)

。
加
え
て
、
五
月
七
日
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
宛
メ
モ
で

｢

私
は
ま
だsit-in

case
s

に
気
を
も
ん
で
い
ま
す
。
で
き
ま
し
た
ら
来
週
ま
で
お
待
ち
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。｣

と
書
き
送
っ
て
い
た
ホ
ワ
イ
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ト
が

(

�)

、
五
月
一
三
日
にL

om
b

a
rd

事
件
同
意
意
見
草
稿
、P

eterson
,

S
h

u
ttlesw

orth

両
事
件
結
果
同
意
意
見
草
稿
を
回
覧
し
た
。
ホ

ワ
イ
ト
は
、L

om
b

a
rd

事
件
で
は
、P

eterson

事
件
と
同
じ
く
州
の
関
与
は
白
人
市
民
と
財
産
所
有
者
の
個
人
的
権
利
の
た
め
に
不

法
侵
入
で
有
罪
と
す
る
こ
と
に
限
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、
黒
人
に
よ
る
座
り
込
み
に
対
抗
す
る
方
針
を
執
行
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て

有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
す
る

(

�)

。P
eterson

事
件
に
つ
い
て
は
、
ハ
ー
ラ
ン
と
同
様
、
州
に
よ
る
有
罪
判
決
は
無
効
の
ス
テ
イ
ト
・

ア
ク
シ
ョ
ン
と
の
一
応
の
推
定
が
は
た
ら
き
、
本
件
で
は
純
粋
な
私
人
の
選
択
に
よ
っ
て
上
訴
人
ら
が
排
除
さ
れ
た
こ
と
を
州
は
証

明
で
き
て
い
な
い
と
す
る
が
、
ラ
ン
チ
・
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
の
排
除
が
仮
に
レ
ス
ト
ラ
ン
所
有
者
の
完
全
に
自
由
な
選
択
の
結
果
だ

と
し
て
も
有
罪
判
決
は
破
棄
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
不
動
産
所
有
者
が
自
ら
の
私
的
差
別
を
実
現
す
る
た
め

あ
る
程
度
の
州
の
救
済
を
受
け
う
る
こ
と
は
確
か
と
し
つ
つ
、
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
市
は
条
例
の
形
で
黒
人
と
白
人
と
を
同
じ
ラ
ン
チ
・

カ
ウ
ン
タ
ー
で
サ
ー
ヴ
ィ
ス
提
供
す
る
こ
と
を
禁
じ
る
と
い
う
公
然
た
る
方
針
を
有
し
て
お
り
、
不
法
侵
入
罪
で
の
処
罰
が
持
つ
抑

止
効
果
は
州
の
隔
離
政
策
の
実
施
に
資
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
私
人
に
よ
る
排
除
は
後
の
有
罪
判
決
に
よ
る
州
の
隔
離
政
策
の
正
当

化
を
曖
昧
に
す
る
も
の
で
は
な
く
、
有
罪
判
決
は
私
人
の
自
由
の
み
に
仕
え
る
も
の
で
は
な
い
と
し
て
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を

認
定
し
、
有
罪
判
決
を
破
棄
す
べ
き
と
す
る

(

�)

。
ま
た
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
結
果
同
意
意
見
草
稿
は
、G

ob
er

事
件
に
お
い
て
有
罪

判
決
が
破
棄
さ
れ
た
の
で
本
件
の
上
訴
人
ら
は
何
ら
の
犯
罪
も
教
唆
、
援
助
お
よ
び
煽
動
し
た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
本
件
有
罪
判
決

も
破
棄
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
さ
ら
に
多
く
の
連
邦
控
訴
裁
判
決
、
州
裁
判
所
判
決
を
挙
げ
つ
つ
、
無
実
の
行
為
を
行
っ

た
者
の
援
助
お
よ
び
煽
動
に
つ
い
て
有
罪
と
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
一
般
に
認
め
ら
れ
て
お
り
、
か
か
る
有
罪
判
決
は
デ
ュ
ー
・

プ
ロ
セ
ス
に
反
す
る
と
す
る

(

�)

。

前
述
の
よ
う
に
、
合
議
に
お
い
て
ハ
ー
ラ
ン
、
ブ
ラ
ッ
ク
と
同
様
に
所
有
者
の
権
利
を
重
視
し
て
い
た
ク
ラ
ー
ク
が
こ
う
し
た
態

度
を
表
明
し
た
こ
と
は
不
自
然
で
は
な
い
。
だ
が
、
合
議
に
お
い
て
は
憲
法
上
の
広
い
論
点
に
触
れ
る
必
要
は
な
い
と
す
る
ブ
レ
ナ
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ン
に
賛
同
し
て
い
た
ホ
ワ
イ
ト
の
草
稿
は
、
有
罪
判
決
破
棄
と
す
る
結
論
こ
そ
法
廷
意
見
草
稿
に
同
意
す
る
も
の
の
、
州
に
よ
る
訴

追
が
財
産
所
有
者
個
人
の
意
思
の
み
に
基
づ
く
場
合
に
は
有
罪
維
持
と
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
た
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
段
階

で
ハ
ー
ラ
ン
は
も
ち
ろ
ん
、
ブ
ラ
ッ
ク
、
ク
ラ
ー
ク
、
ホ
ワ
イ
ト
、
そ
し
て
合
議
で
ブ
ラ
ッ
ク
へ
の
賛
意
を
示
し
た
ス
テ
ュ
ア
ー
ト

を
加
え
た
五
名
が
、
今
開
廷
期
の
諸
事
件
と
は
異
な
り
、
州
に
よ
る
積
極
的
関
与
を
見
い
だ
せ
な
い
場
合
は
財
産
権
保
護
の
た
め
不

法
侵
入
罪
で
の
座
り
込
み
処
罰
を
認
め
る
立
場
に
あ
っ
た
と
推
測
し
う
る

(

�)

。
ホ
ワ
イ
ト
は
、
翌
一
九
六
三
年
開
廷
期
に
お
け
るsit-

in
case

s

の
中
心
と
な
っ
たB

ell
v.

M
a

ryla
n

d

判
決
に
お
い
て
不
法
侵
入
で
の
有
罪
判
決
を
維
持
す
べ
き
と
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
反
対

意
見
に
同
調
し
て
お
り

(

�)
、
こ
の
こ
と
も
か
か
る
推
測
を
裏
づ
け
よ
う
。

七

妥
協
と
収
束

こ
う
し
て
、
限
定
的
論
拠
に
基
づ
く
有
罪
判
決
破
棄
と
い
う
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
法
廷
意
見
草
稿
の
基
盤
は
必
ず
し
も
盤
石
で
は
な
い

こ
と
が
複
数
の
個
別
意
見
回
覧
と
い
う
形
で
表
面
化
し
つ
つ
あ
り
、
か
つ
、
ホ
ワ
イ
ト
がG

riffin

事
件
に
つ
い
て
次
開
廷
期
の
再

弁
論
が
望
ま
し
い
と
の
意
向
を
表
明
す
る

(

�)

な
ど
、
裁
判
官
ら
の
分
岐
が
混
迷
と
も
い
い
う
る
様
相
を
呈
し
つ
つ
あ
っ
た
中
、
事
態
の

収
束
が
図
ら
れ
る
。
五
月
一
六
日
の
合
議
に
お
い
て
、
ス
テ
ュ
ア
ー
ト
と
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
が｢

最
初
の
学
校
の
事
件｣

B
row

n

判
決

(

�)

を
想
定
し
て
い
る
だ
ろ
う

に
お
け
る
全
員
一
致
の
判
決
か
ら
得
ら
れ
た
大
き
な
利
益
を
指
摘
し
つ
つ
、sit-in

case
s

に

お
い
て
も
可
能
な
限
り
全
員
一
致
に
近
い
結
論
に
到
達
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
を
主
張
し
た
。
ほ
ぼ
二
時
間
に
及
ぶ
議
論
の
末
、

合
意
の
た
め
の
努
力
の
余
地
が
あ
る
こ
と
に
全
員
が
同
意
し
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
、
ホ
ワ
イ
ト
、
ハ
ー
ラ
ン
が
再
検
討

を
試
み
る
こ
と
、
さ
ら
にG

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
判
断
を
先
送
り
し
て
再
弁
論
を
行
う
こ
と
が
合
意
さ
れ
た

(

�)

。
こ
の
再
検
討
作

業
の
中
心
に
な
っ
た
の
は
ブ
レ
ナ
ン
で
あ
り
、
彼
が
ホ
ワ
イ
ト
と
と
も
にP

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
法
廷
意
見
草
稿
に
修
正
を
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施
す
。
ま
ず
、P

eterson

事
件
に
つ
い
て
は
、
五
月
一
五
日
回
覧
の
法
廷
意
見
第
三
草
稿
に
含
ま
れ
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
お
け

る
隔
離
を
義
務
づ
け
る
各
地
の
条
例
を
列
挙
す
る
脚
注
を
削
除
し
、
末
尾
の
三
段
落
を
差
し
替
え
て
、
私
人
が
州
の
代
理
人
と
な
り
、

そ
の
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
該
当
す
る
旨
の
記
述
と
そ
の
根
拠
と
し
て
引
か
れ
て
い
た
先
例
を
削
除
し
、｢

個
人
の
権

利
を
縮
減
す
る
私
人
の
行
動
は
、
州
が
何
ら
か
の
形
で
そ
れ
に
重
大
な
程
度
で
関
与
し
て
き
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
な
い
限
り
、
平

等
保
護
条
項
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い｣

と
す
る
二
判
決

(

�)

の
み
の
引
用
に
と
ど
め
、
州
の
代
理
人
た
る
グ
リ
ー
ン
ヴ
ィ
ル
市
の
条
例

に
よ
っ
て
店
舗
支
配
人
に
は
選
択
の
余
地
は
な
く
白
人
客
と
黒
人
客
と
を
隔
離
す
べ
き
こ
と
が
実
質
的
に
決
定
さ
れ
た
と
し
て
、
州

裁
判
所
の
有
罪
判
決
は
州
代
理
人
た
る
市
に
よ
る
人
種
差
別
の
執
行
で
あ
る
の
で
破
棄
さ
れ
る
べ
き
と
す
る

(

�)

。
ま
た
、L

om
b

a
rd

事

件
に
つ
い
て
は
、
市
長
声
明
を
引
用
す
る
箇
所
に
参
加
者
の
目
的
ま
た
は
意
図
に
関
わ
り
な
く
座
り
込
み
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
文

言
を
追
加
し
、
さ
ら
に
末
尾
の
段
落
に
修
正
を
加
え
、
店
舗
支
配
人
の
行
為
が
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
な
る
旨
の
記
述
を
削
除

し
た
上
で
、
条
例
と
同
様
の
強
制
的
効
果
を
持
つ
公
職
者
の
命
令
を
執
行
す
る
有
罪
判
決
はP

eterson

事
件
と
同
様
に
破
棄
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る

(

�)

。
こ
の
修
正
の
結
果
に
つ
い
て
、
ブ
レ
ナ
ン
は
次
の
よ
う
に
ウ
ォ
ー
レ
ン
に
報
告
し
て
い
る

(

�)

。

ポ
ッ
タ
ー

[

・
ス
テ
ュ
ア
ー
ト]

、
バ
イ
ロ
ン

[

・
ホ
ワ
イ
ト]

、
ア
ー
サ
ー

[

・
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ]

、
ヒ
ュ
ー
ゴ

[

・
ブ
ラ
ッ
ク]

、
そ
し
て
私
は
、P

eterson

事
件
の
改
訂
に
合
意
し
ま
し
た
。
ト
ム

[

・
ク
ラ
ー
ク]

は
、
正
式
に
は
そ
う

し
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
に
加
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
と
言
い
ま
し
た
。
ビ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
に
は
会
う
こ
と
が
で
き
ず
、

明
日
土
曜
夜
の
と
て
も
遅
く
ま
で
連
絡
を
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ジ
ョ
ン

[

・
ハ
ー
ラ
ン]

は
加
わ
っ
て
い
ま

せ
ん
が
、
彼
の
個
別
意
見
を
大
幅
に
修
正
し
ま
す
。
こ
れ
を
書
い
て
い
る
時
点
で
私
は
修
正
を
受
け
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ポ
ッ
タ
ー
、
バ
イ
ロ
ン
、
ア
ー
サ
ー
、
そ
し
て
私
は
、L

om
b

a
rd

事
件
の
改
訂
に
合
意
し
ま
し
た
。
ヒ
ュ
ー
ゴ
は
ヴ
ァ
ー
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ジ
ニ
ア
大
学
に
お
り
、
こ
れ
を
見
て
い
ま
せ
ん
が
、
私
は
彼
が
合
意
す
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
ビ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
は
も
ち

ろ
ん
見
て
い
ま
せ
ん
。
ト
ム
も
合
意
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
彼
がP

eterson

事
件
に
加
わ
る
か
ど
う
か
よ
り
も
疑
わ
し

い
で
し
ょ
う
。
彼
は
、
市
長
の
声
明
を
条
例
と
同
じ
も
の
と
扱
う
こ
と
に
疑
問
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
バ
イ

ロ
ン
と
私
は
、
四
頁
の
市
長
の
声
明
の
最
初
の
段
落
を
若
干
修
正
し
て
、
参
加
者
の
目
的
ま
た
は
意
図
に
関
わ
り
な
く
市
長

は
座
り
込
み
を
禁
じ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
、
あ
な
た
の
草
稿
の
う
ち
い
く
ぶ
ん
か
を
削
除
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
ト

ム
を
説
得
す
る
い
く
ら
か
の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
ま
す
。
ジ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
自
身
の
見
解
に
従
い
ま
す
が
、
そ
の
説
明
の
仕

方
に
何
ら
か
の
修
正
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
の
知
る
限
り
、G

ob
er,

A
ven

t,
S

h
u

ttlesw
orth

お
よ
びW

righ
t

各
事
件
に
つ
い
て
は
状
況
は
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ト

ム
はG

riffin

事
件
を
再
弁
論
に
回
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
し
、
ジ
ョ
ン
は
い
ま
や
強
く
こ
れ
を
志
向
し
て

い
ま
す
。
疑
問
符
は
、
こ
こ
で
も
ビ
ル
・
ダ
グ
ラ
ス
で
す
。
…

五
月
一
八
日
土
曜
日
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
か
ら
、｢
同
封
し
た
の
は
、『

座
り
込
み』

事
件
に
お
け
る
意
見
とP

e
r

C
u

riam

の
草
稿
で

す
。
ブ
レ
ナ
ン
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
、
ホ
ワ
イ
ト
お
よ
び
ハ
ー
ラ
ン
裁
判
官
は
、P

eterson
,

L
om

b
a

rd

お
よ
びS

h
u

ttlesw
orth

各
事

件
に
つ
い
て
一
定
の
修
正
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
す
べ
て
は
、
私
が
賛
同
し
た
も
の
で
す
。
当
裁
判
所
の
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど

は
同
様
に
賛
同
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
月
曜
の
朝
に
言
い
渡
す
こ
と
に
つ
い
て
は
合
意
が
あ
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
に
同

意
可
能
で
あ
る
か
を
都
合
の
よ
い
と
き
に
知
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
…｣

と
の
文
章
と
と
も
に
、
ブ
レ
ナ
ン
、
ホ
ワ
イ

ト
に
よ
る
修
正
を
反
映
し
た

と
く
にP

eterson
,

L
om

b
a

rd

両
事
件
に
つ
い
て
対
立
の
火
種
と
な
っ
た
ス
テ
イ
ト
・
ア
ク
シ
ョ

ン
に
か
か
る
新
規
な
い
し
広
い
判
断
と
受
け
取
ら
れ
う
る
記
述
を
消
去
し
た

各
事
件
法
廷
意
見
の
草
稿
が
回
覧
さ
れ
た

(

�)

。
ホ
ワ
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イ
ト
は
個
別
意
見
を
取
り
下
げ

(

�)

、
ク
ラ
ー
ク
は
、
各
事
件
に
つ
い
て
求
め
た
付
記
の
削
除
に
同
意
し
た
ほ
か
、L

om
b

a
rd

事
件
で
は

反
対
意
見
に
代
え
て
、
法
廷
意
見
は
、
運
動
に
よ
っ
て
暴
力
が
発
生
し
た
り
、
差
し
迫
っ
て
い
る
状
況
に
お
い
て
治
安
維
持
の
た
め

に
市
公
職
者
が
差
別
的
で
な
い
態
様
で
行
動
し
う
る
こ
と
を
否
定
し
て
い
な
い
と
い
う
留
保
を
付
す
同
意
意
見
草
稿
を
回
覧
し
て
い

る
が
、
こ
れ
が
公
表
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

(

�)

。
一
方
、
ハ
ー
ラ
ン
も
自
ら
の
意
見
に
修
正
を
加
え
た
が

(

�)

、P
eterson

事
件
法
廷
意

見
草
稿
の
修
正
に
対
応
し
た
変
更
を
施
し
、G

riffin

事
件
に
関
す
る
箇
所
を
削
除
し
た
ほ
か
、
末
尾
の
激
し
い
批
判
の
文
章
を

｢

こ
れ
ら
が
私
の
見
解
で
は
健
全
な
法
原
則
が
求
め
る
と
こ
ろ
の
結
論
で
あ
る｣

と
の
一
文
に
置
き
換
え
て
い
る

(

�)

。
ま
た
、
ウ
ォ
ー

レ
ン
は
、
別
途
ダ
グ
ラ
ス
に

｢

こ
れ
ら
の
意
見
は
、
彼
ら
の
作
業
の
結
果
を
反
映
し
て
お
り
、
現
在
の
も
の
は
私
に
関
す
る
限
り
完

全
に
合
意
で
き
る
も
の
で
す
。
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
次
開
廷
期
で
扱
う
こ
と
と
し
、
我
々
は
可
能
な
限
り
一
致
団
結
し
て

い
る
も
の
と
示
す
こ
と
が
非
常
に
望
ま
し
い
と
い
う
会
議
の
見
解
を
私
も
共
有
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
的
の
た
め
、G

riffin
v.

M
a

ryla
n

d

事
件
は
再
弁
論
の
た
め
延
期
す
る
の
が
望
ま
し
い
こ
と
に
全
員
が
合
意
し
ま
し
た
。
／
こ
れ
ら
の
修
正
が
あ
な
た
に
も

同
意
可
能
で
あ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
ジ
ョ
ン
のP

eterson

事
件
に
お
け
る
同
意
意
見
と

L
om

b
a

rd
,

G
ob

er

お
よ
びS
h

u
ttlesw

orth

各
事
件
に
お
け
る
取
り
消
す
べ
き
と
の
意
見
を
例
外
と
し
て
、
我
々
は
全
員
一
致
と
な
る

か
ら
で
す

(

�)｣

と
伝
え
、
こ
れ
を
受
け
た
ダ
グ
ラ
ス
は
、
判
決
言
い
渡
し
が
予
定
さ
れ
て
い
た
五
月
二
〇
日
当
日
、G

riffin

事
件
同

意
意
見
草
稿
に
修
正
を
加
え
た
も
の
をL

om
b

a
rd

事
件
同
意
意
見
草
稿
と
し
て
回
覧
し
た

(

�)

。
そ
こ
で
は
事
案
に
即
し
た
修
正
の
ほ

か
、
公
に
開
か
れ
た
施
設
の
所
有
者
の
私
的
選
択
に
よ
っ
て
特
定
人
種
の
排
除
が
許
さ
れ
る
か
、
そ
の
人
種
的
偏
見
を
執
行
す
る
た

め
州
の
援
助
を
受
け
う
る
か
と
い
う

｢

基
本
的
問
題｣

に
つ
い
て
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
冒
頭
部
に
置
か
れ
て
い
た
文
章
が
削

除
さ
れ
て
ト
ー
ン
は
弱
め
ら
れ
て
は
い
る
が
、
憲
法
論
の
本
体
は
修
正
さ
れ
て
い
な
い
。
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八

判
決
、
そ
し
て
次
開
廷
期
へ

こ
う
し
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
たsit-in

case
s

の
判
決
は
、
一
九
六
三
年
五
月
二
〇
日
月
曜
日
の
正
午
近
く
、
こ
の
日
下
さ
れ
た

諸
判
決
の
最
後
に
合
衆
国
最
高
裁
判
所
の
法
廷
で
言
い
渡
さ
れ
た

(

�)

。
個
別
意
見
は
、
ダ
グ
ラ
ス
のL

om
b

a
rd

判
決
同
意
意
見

(

�)

、
ハ
ー

ラ
ン
のP

eterson
判
決
結
果
同
意
、W

righ
t

判
決
を
除
く
他
の
判
決
で
の
全
部
ま
た
は
一
部
反
対
意
見

(

�)

の
み
と
な
っ
た
。
ウ
ォ
ー
レ

ン
首
席
裁
判
官
が
判
決
を
読
み
始
め
た
と
き
、
法
廷
に
は
興
奮
が
広
が
り
、
ハ
ー
ラ
ン
を
除
く
裁
判
官
の
全
員
一
致
で
全
事
件
の
州

裁
判
所
有
罪
判
決
破
棄
と
の
結
論
に
そ
の
場
に
い
た
者
全
員
が
飛
び
上
が
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る

(

�)

。
し
か
し
、
理
由
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
既
存
の
憲
法
論
か
ら
踏
み
出
す
こ
と
な
く
個
別
の
事
情
に
基
づ
く
破
棄
に
と
ど
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
と
、｢

結
果

は
、
有
罪
判
決
が
破
棄
さ
れ
た
三
一
名
の
座
り
込
み
参
加
者
を
除
け
ば
、
誰
に
と
っ
て
も
完
全
に
満
足
い
く
も
の
で
は
な
か
っ
た

(

�)｣

と
受
け
止
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
最
高
裁
は
、G

riffin

事
件
に
つ
い
て
は
次
開
廷
期
に
再
弁
論
を
行
う
こ
と
と
し

(

�)

、

判
断
を
保
留
し
て
い
た
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
の
事
案
に
つ
い
て
も
、
口
頭
弁
論
を
開
く
こ
と
な
く
六
月
にp

e
r

cu
riam

で
す
べ
て
有

罪
判
決
を
破
棄
し
、P

eterson

判
決
に
照
ら
し
た
審
理
の
た
め
に
州
最
高
裁
に
差
し
戻
し
た

(

�)

。

こ
の
最
高
裁
の
結
論
は
、
数
千
人
と
も
さ
れ
る
多
く
の
座
り
込
み
参
加
者
の
無
罪
を
導
き
う
る
も
の
で
あ
り
、｢

裁
判
所
が
で
き

る
限
り
運
動
参
加
者
を
自
由
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
判
決
は
前
途
の
予
言
者
に
ふ
さ
わ
し

い
も
の
で
あ
っ
た

(

	)｣

。
か
つ
、
次
開
廷
期
で
も
示
さ
れ
る
有
罪
判
決
破
棄
の
累
積
は
、
そ
の
根
拠
が
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し

て
も

｢

運
動
参
加
者
に
そ
の
活
動
を
継
続
す
る
よ
う
励
ま
し｣

、｢

運
動
参
加
者
が
示
し
た
大
義
に
暗
黙
の
承
認
印
を
与
え
た

(


)｣

。
さ

ら
に
ま
た
、
以
後
人
種
隔
離
を
定
め
る
条
例
や
州
・
自
治
体
の
隔
離
政
策
を
公
然
と
掲
げ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
政
策
・
方

針
を
ほ
の
め
か
す
こ
と
も
困
難
と
し
、
そ
れ
ら
の
廃
止
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ヴ
を
与
え
る
も
の
で
も
あ
っ
た

(

�)

。
一
方
、
す
で
に
座
り
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込
み
だ
け
で
な
く
大
規
模
な
デ
モ
行
進
等
を
含
む
直
接
行
動
へ
と
展
開
し
て
い
た
公
民
権
運
動
の
主
体
に
と
っ
て
判
決
の
持
っ
た
意

味
に
つ
い
て
は
、
よ
り
限
定
的
な
評
価
も
示
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
が
対
象
と
し
た
一
九
六
二
年
開
廷
期
に
お
け
るsit-in

case
s

の

事
案
は
す
べ
て
、
判
決
の
三
年
前
、
座
り
込
み
と
い
う
運
動
形
態
が
広
が
っ
た
ば
か
り
の
一
九
六
〇
年
の
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
以
降

隔
離
撤
廃
に
抵
抗
す
る
側
の
戦
略
も
よ
り
巧
妙
に
な
っ
て
お
り
、
他
方
で
す
で
に
多
く
の
自
治
体
が
隔
離
を
義
務
づ
け
る
条
例
の
廃

止
や
隔
離
政
策
の
修
正
・
放
棄
に
向
か
っ
て
も
い
た
の
で
あ
っ
て

(

�)

、
判
決
は
そ
れ
が
下
さ
れ
た
時
点
で
の
現
状
を
脅
か
す
も
の
で
は

必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
ま
た
、
判
決
は
運
動
の
現
場
に
お
け
る
警
察
権
力
の
濫
用
を
防
ぐ
も
の
で
は
な
く
、
各
事
案
の
個
別
事
情
に

着
目
し
た
判
断
は
、
そ
れ
と
は
異
な
る
状
況
に
お
け
る
事
案
に
つ
い
て
ま
で
将
来
の
逮
捕
や
訴
追
か
ら
免
れ
う
る
こ
と
を
保
障
し
な

か
っ
た
。
さ
ら
に
は
端
的
に
法
が
無
視
さ
れ
る
場
合
す
ら
あ
り
、
運
動
家
た
ち
へ
の
嫌
が
ら
せ
が
や
む
こ
と
も
な
か
っ
た

(

�)

。｢

最
高

裁
は
、
一
度
は
運
動
を
励
ま
し
、
そ
し
て
失
望
さ
せ
た

(

�)｣

と
の
評
価
は
、
判
決
の
か
か
る
限
定
的
意
義
を
示
し
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
か
か
る
評
価
が
な
さ
れ
る
の
は
、
後
年
の
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
が
回
顧
し
て
言
う
よ
う
に
、
判
決
に
お
い
て

｢

何
ら
重

要
な
法
的
原
則
は
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
解
答
を
与
え
る
の
で
は
な
く
、
問
い
を
発
す
る
こ
と
で
事
件
は
処
理
さ
れ

た

(

�)｣

か
ら
で
は
あ
る
。
本
稿
の
作
業
か
ら
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
か
か
る
最
高
裁
の
処
理
は
、
一
方
で
当
事
者
お
よ
び
ア
ミ
カ
ス
と
し

て
参
加
し
た
合
衆
国
政
府
に
よ
る
争
点
設
定
を
前
提
と
し
、
か
つ
裁
判
官
の
間
で
の
見
解
の
対
立
も
顕
在
化
し
つ
つ
あ
っ
た
中
、
可

能
な
限
り
の
全
員
一
致
に
よ
る
判
断
を
志
向
し
た
妥
協
の
産
物
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。
だ
が
、
妥
協
点
は
常
に
両
極
と
の
関
係

に
お
い
て
設
定
さ
れ
、
受
容
さ
せ
る
べ
く
説
得
が
試
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
最
高
裁
内
部
に
お
い
て
、
上
訴
人
側
の
主
張
に
呼
応

し
た
ダ
グ
ラ
ス
同
意
意
見
と
い
う
一
方
の
極
と
州
側
の
主
張
に
呼
応
し
た
ハ
ー
ラ
ン
意
見
と
い
う
他
方
の
極
と
が
存
在
し
た
と
い
う

配
置
の
中
で
こ
そ
上
記
妥
協
が
成
立
し
た
と
い
う
消
息
に
は
留
意
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
す
な
わ
ち
、
私
人
の
所
有
・
管
理
す

る
公
衆
利
用
施
設
に
お
け
る
人
種
隔
離
を
端
的
に
第
一
四
修
正
違
反
と
し
、C

ivil
R

igh
ts

C
a

ses

の
変
更
も
辞
さ
な
い
ダ
グ
ラ
ス
同
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意
意
見
が
安
易
な
妥
協
を
許
さ
な
い
も
の
と
し
て
主
張
さ
れ
、
そ
れ
ゆ
え
に
コ
ッ
ク
ス
訟
務
長
官
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
そ
の
違

憲
論
の
射
程
拡
大
へ
の
懸
念
を
生
ん
だ

(

�)

の
と
少
な
く
と
も
同
程
度
に
、
ハ
ー
ラ
ン
意
見
に
示
さ
れ
た
私
有
財
産
権
に
基
づ
く

｢

差
別

す
る
権
利｣

の
承
認
も
ま
た

｢

切
り
札｣

的
あ
る
い
は

｢

絶
対
主
義｣

的
色
彩

ブ
ラ
ッ
ク
が
こ
の

｢

権
利｣

を
認
め
て
い
た
こ

と
も
あ
わ
せ

を
濃
厚
に
有
し
て
い
た

(

�)

。
こ
う
し
た
両
者
の
立
論
の
非
妥
協
的
性
格
に
加
え
、
後
者
が
と
り
わ
け
法
的
世
界
の
外

部
で
は

｢

強
い
感
情
的
影
響
力

(

�)｣

を
有
し
て
い
た
と
い
う
状
況
の
も
と
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
張
に
つ
い
て
の
判
断
回
避
は

｢

自
然
な

反
応

(

�)｣

で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
ダ
グ
ラ
ス
の
主
張
と
ハ
ー
ラ
ン
の
主
張
と
も
、
か
か
る
非
妥
協
的
な
形
で
し
か
成
立
し
え
な
い
も
の
か
に
つ
い

て
は
別
途
検
討
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て
の
み
簡
単
に
述
べ
れ
ば
、
日
本
に
お
い
て
も
私
有
財
産
上
で
の
表
現
活
動
制
約

に
か
か
る
事
案
で
財
産
管
理
権
が
表
現
の
自
由
と
の
衡
量
も
認
め
な
い
か
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が

(

�)

、
法

的
権
利
と
し
て
構
成
す
る
限
り
、
財
産
権
に
基
づ
く
私
人
の

｢

差
別
す
る
権
利｣

は
必
然
的
に

｢

差
別
し
な
い
権
利｣

を
も
含
む
こ

と
に
な
り

結
局
は
私
人
の
選
択
の
尊
重
に
帰
結
す
る

、｢

差
別
す
る
権
利｣

の
承
認
そ
れ
自
体
よ
り
も
、
と
り
わ
け
公
共

的
性
格
を
有
す
る
財
産
に
関
し
、
差
別
禁
止
と
い
う
要
請
か
ら
私
人
の
選
択
に
ど
の
程
度
の
制
限
を
加
え
う
る
か
、
境
界
線
を
い
か

に
設
定
す
る
か
こ
そ
が
問
わ
れ
よ
う

(

�)

。
そ
し
て
ま
た
、
当
時
の
最
高
裁
内
部
に
も
、
財
産
権
の
法
的
保
護
が
隔
離
廃
止
を
求
め
る
座

り
込
み
の
処
罰
を
正
当
化
し
う
る

｢

切
り
札｣

と
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で
は
な
い
と
の
思
考
は
存
在
し
て
い
た
。

実
は
、
一
九
六
二
年
開
廷
期
のsit-in

case
s

に
お
い
て
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
回
覧
さ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
同
意
意
見
の
草
稿

を
残
し
て
い
る
。
ハ
ー
ラ
ン
意
見
へ
の
反
論
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
有
す
る
こ
の
草
稿
に
お
い
て
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
は
、

S
h

u
ttlesw

orth

事
件
に
関
し

｢

私
人
の
財
産
上
で
示
威
行
動
を
行
う
憲
法
上
の
権
利
は
存
在
し
な
い
と
い
う
明
白
な
事
実
を
主
張
す

る
こ
と
は
、
論
点
を
先
取
り
す
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
核
心
で
は
な
い
。
む
し
ろ
争
点
は
、
州
は
座
り
込
み
運
動
の
唱
道
や
行
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動
を
そ
れ
ら
の
性
質
、
そ
れ
が
行
わ
れ
る
態
様
あ
る
い
は
私
有
財
産
所
有
者
の
黙
諾
の
有
無
へ
の
考
慮
も
な
し
に
処
罰
で
き
る
か
で

あ
る
。
そ
う
で
き
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る

(

�)｣

と
喝
破
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
の
立
場
か
ら
も
常
に
座
り
込
み

参
加
者
の
無
罪
を
導
き
う
る
わ
け
で
は
な
い
に
せ
よ
、
最
高
裁
内
部
に
存
在
し
た
か
か
る
対
抗
は
、sit-in

case
s

で
直
接
問
題
と

な
っ
た
私
有
財
産
に
お
け
る
人
種
隔
離
の
み
な
ら
ず
、
最
高
裁
が
一
九
六
〇
年
代
後
半
以
降
扱
う
こ
と
に
な
る
大
衆
示
威
運
動
と
の

関
係
で
も
一
つ
の
軸
を
形
成
し
、
か
つ
そ
の
対
抗
か
ら
ブ
ラ
ッ
ク
の

｢

保
守
化｣

が
顕
現
す
る
こ
と
に
も
な
る

(

�)

。
そ
う
し
た
対
立
が

顕
在
化
し
た
一
連
のsit-in

case
s

は
、
し
た
が
っ
て
、
後
期
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
を
理
解
す
る
た
め
の
一
つ
の
重
要
な
補
助
線

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

だ
が
、
か
か
る
補
助
線
と
し
て
の
意
味
は
、
本
稿
が
扱
っ
た
一
九
六
二
年
開
廷
期
のsit-in

case
s

に
は
な
お
十
分
に
見
い
だ
し

う
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
確
証
に
は
翌
一
九
六
三
年
開
廷
期
の
諸
判
決
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
九
六
二
年
開
廷
期
の
諸
判
決

は
、
純
粋
に
私
人
の
意
思
に
基
づ
く
私
有
財
産
上
に
お
け
る
座
り
込
み
の
排
除
と
処
罰
の
可
否
に
つ
い
て
判
断
を
回
避
し
た
が
、
な

お
最
高
裁
に
は
座
り
込
み
処
罰
事
案
が
係
属
し
て
い
た
。
一
九
六
三
年
五
月
二
〇
日
に
判
決
を
下
し
た
直
後
の
五
月
三
一
日
に
ウ
ォ
ー

レ
ン
か
ら
回
覧
さ
れ
た
メ
モ
ラ
ン
ダ
ム
は
、｢

こ
れ
ら
の
係
属
事
案
の
い
ず
れ
も
…
当
裁
判
所
の
最
近
の
判
決
に
よ
っ
て
直
接
決
定

さ
れ
る
も
の
で
は
な
い｣

と
率
直
に
述
べ
る
が

(

�)

、
一
九
六
三
年
開
廷
期
に
お
い
てsit-in

case
s

の
第
三
幕
を
扱
う
こ
と
に
な
る
最

高
裁
は
、
い
よ
い
よ
先
送
り
し
た
問
題
の
処
理
を
迫
ら
れ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
最
高
裁
を
取
り
巻
く
政
治
的
・
社
会
的
環
境
も
大
き

な
変
動
の
過
程
に
あ
っ
た
。
最
高
裁
が
本
稿
で
扱
っ
た
判
決
を
形
成
し
つ
つ
あ
っ
た
の
と
並
行
し
て
、G

ob
er,

S
h

u
ttlesw

orth

両
事

件
の
舞
台
で
あ
る
ア
ラ
バ
マ
州
バ
ー
ミ
ン
グ
ハ
ム
市
で
は
、S

h
u

ttlesw
orth

事
件
上
訴
人
の
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ャ
ト
ル
ズ
ワ
ー
ス
、
そ

し
て
マ
ー
テ
ィ
ン
・
ル
ー
サ
ー
・
キ
ン
グ
ら
が
指
導
し
、
人
種
隔
離
の
廃
止
、
黒
人
へ
の
雇
用
機
会
付
与
等
を
求
め
る
ボ
イ
コ
ッ
ト
、

座
り
込
み
、
デ
モ
行
進
な
ど

｢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｃ｣

と
命
名
さ
れ
た
闘
争
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
す
る
警
察
犬
、
高
圧
放
水
ま
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で
用
い
た
ユ
ー
ジ
ー
ン
・〝

ブ
ル〟

・
コ
ナ
ー
率
い
る
警
察
に
よ
る
徹
底
的
抑
圧
の
模
様
は
全
国
に
広
く
報
じ
ら
れ
、
判
決
の
約
一
週

間
前
の
五
月
一
二
日
に
は
連
邦
軍
が
派
遣
さ
れ
事
態
の
収
拾
に
あ
た
る
こ
と
に
な
る

(

�)

。
こ
う
し
て
北
部
を
含
む
世
論
が
大
き
く
公
民

権
運
動
支
持
に
傾
き
、
さ
ら
に
ア
ラ
バ
マ
大
学
で
は
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ォ
ー
レ
ス
州
知
事
自
ら
黒
人
の
入
学
を
阻
止
す
べ
く
講
堂
前
で

立
ち
ふ
さ
が
っ
た
が
挫
折
を
強
い
ら
れ
た
六
月
一
一
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
公
衆
利
用
施
設
に
お
け
る
隔
離
廃
止
を
含
む
包
括
的

な
公
民
権
法
案
の
提
出
を
表
明
す
る

(

�)

。
そ
し
て
、
最
高
裁
が
休
廷
中
の
八
月
二
八
日
に
は
あ
の
ワ
シ
ン
ト
ン
大
行
進
が
開
催
さ
れ
、

公
民
権
運
動
は
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
こ
と
に
な
っ
た

(

�)

。
こ
う
し
た
外
的
環
境
の
大
き
な
変
動
は
、
一
〇
月
に
始
ま
る
一
九
六

三
年
開
廷
期
に
お
け
るsit-in

case
s

の
処
理
に
も
重
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
検
討
は
次
稿
の
課
題
と
せ
ざ

る
を
え
な
い
。

(

�)

塚
田
哲
之

｢

表
現
行
為
と
し
て
の
座
り
込
み｣

名
古
屋
大
学
法
政
論
集
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〇
号
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〇
九
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。
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四
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四
三
頁
参
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。
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3
(

1
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8
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.

(
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S

ee
B

e
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v
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id
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at

2
4

2

	85
(

D
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J.)
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id
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at
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	31
8
(

G
o

ld
b
e

rg
,
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n
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g)

;
id

.

at
3

1
8

	

4
6
(

B
lack

,
J.,

d
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n
tin

g)
.

(


)

塚
田
・
前
掲
注(

�)

二
五
七
頁
、
お
よ
び
二
六
九
頁
注(
�)
で
引
用
し
た
文
献
参
照
。

(

�)

筆
者
に
よ
る
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
の
検
討
と
し
て
、
塚
田
哲
之

｢

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
を
め
ぐ
る
最
近
の
議
論
に
つ
い
て｣

福

井
大
学
教
育
学
部
紀
要
第
Ⅲ
部
社
会
科
学
五
四
号

(

一
九
九
八
年)

、
塚
田
哲
之

｢

前
期
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
コ
ー
ト
に
お
け
る
表
現
の
自
由

法
理
の
形
成｣

名
古
屋
大
学
法
政
論
集
二
一
三
号

(

二
〇
〇
六
年)

、
塚
田
・
前
掲
注(

�)

。

(

)
M

e
m

o
ran

d
u

m
fro

m
th

e
C

h
ie

f
Ju

stice
,

R
e
:

T
h

e
S

it-in
C
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s
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1
,

Ju
n

e
1

1
,

1
9

6
2
,

P
ap

e
rs

o
f

S
u

p
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m
e

C
o

u
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Ju
stice

s
:

E
arl
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W
arre

n
,

P
art

I,
O

p
in

io
n

s
as

C
h

ie
f

Ju
stice

,
S

e
rie

s
A

,
1

9
5

2

�19
6

1
,

R
e

e
l

2
3
,

frs.
0

0
2

8
9

�00
3

4
6
(

神
戸
学
院
大
学
図
書
館
ポ
ー
ト

ア
イ
ラ
ン
ド
館
所
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
。
塚
田
・
前
掲
注(

�)

二
六
三
頁
注(

�)

参
照)

.

こ
の
文
書
は
、W

illiam
J.

B
re

n
n

an
,

Jr.

P
ap

e
rs,

M
an

u
scrip

t
D

iv
isio

n
,

L
ib
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o

f
C

o
n

g
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ss,
W

ash
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g
to

n
,

D
.C

.[
h

e
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in
afte

r
B

re
n

n
an

P
ap

e
rs]

のB
o

x
I:

7
7
,

F
o

ld
e

r
6

に
も
残
さ
れ
て
い
る
。

(

�)
M

e
m

o
ran

d
u

m
fro

m
th

e
C

h
ie

f
Ju

stice
,

su
p

ra
n

o
te

7
,

at
1

�2.

こ
の
う
ち
�
に
関
し
、
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
州
に
お
い
て
は
人
種
隔

離
を
義
務
づ
け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
規
定
が
存
在
す
る
が
州
司
法
長
官
は
そ
の
よ
う
に
解
釈
し
て
い
な
い
と
し
て
、
同
州
の
事
案
五

件
は
他
州
の
事
案
と
区
別
さ
れ
て
い
る
。Id

.
at

2
4

�35
,

5
9
.

(

�)

塚
田
・
前
掲
注(
�)
二
四
二－

二
四
三
、
二
四
八－

二
五
五
頁
参
照
。
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A
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M
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R
IC

A
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L
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W
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1
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5
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g

e
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N
o

R
igh

t
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E
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d
e
:

P
u

b
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A
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m
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a
tion

s
a

n
d

P
riva

te
P
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9
0

N
W

.
U

.
L

.
R

E
V
.

1
2

8
3
(

1
9

9
6)

.

高
橋
正
明

｢

憲
法
上
の
平
等
原
則
と

私
的
自
治｣

帝
京
法
学
三
一
巻
一
・
二
合
併
号(

二
〇
一
八
年)

二
〇
〇－

二
〇
四
頁
も
参
照
。G

R
E

E
N

B
E

R
G
,

su
p

ra
,

at
1

0
1
,

3
7

5

�79

に
よ
れ
ば
、
座
り
込
み
運
動
が
爆
発
的
な
広
が
り
を
見
せ
る
直
前
の
一
九
五
九
年
時
点
で
人
種
に
基
づ
く
施
設
利
用
拒
否
を
禁
ず
る
州
法

ま
た
は
自
治
体
条
例
が
存
在
し
た
の
は
、
二
六
州
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
特
別
区
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
にsit-in

case
s

の
舞
台
と

な
っ
た
南
部
諸
州
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

(


)
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v
e

n
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N
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ョ
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m
icro

film
,

K
U
)
;

F
irst

D
raft

O
p

in
io

n
fo

r
N

o
.

2
6
,

1
9

6
2

T
e

rm
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

Jan
.

7
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s

B
,

R
e

e
l

1
,

frs.
0

0
7

2
8

�00
7

3
5
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

こ
の
草
稿
の
内
容
は
、
次
開
廷
期
に
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
同
事

件
判
決
法
廷
意
見
と
基
本
的
に
同
一
で
あ
る
。S

ee
G

riffin
v
.

M
ary

lan
d
,

3
7

8
U

.S
.

1
3

0
,

1
3

1

�37
(

1
9

6
4)

;
W

arre
n
,

M
e

m
o

ran
d

u
m

fo
r

th
e

C
o

n
fe

re
n

ce
,

M
ay

1
2
,

1
9

6
4
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
5
,

fr.
0

0
7

7
0
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
S

h
u

ttle
sw

o
rth

v
.

C
ity

o
f

B
irm

in
g

h
am

,
F

e
b
.

7
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
0
,

F
o

ld
e

r
8
,

B
re

n
n

an

P
ap

e
rs.

(

�)
W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
W

rig
h

t
v
.

G
e

o
rg

ia,
F

e
b
.

7
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
0
,

F
o

ld
e

r
8
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.
S

ee
W

rig
h

t

v
.

G
e

o
rg

ia,
3

7
3

U
.S

.
2

8
4
,

2
9

1

�93
(

1
9

6
3)

.

(

	)
D

o
u

g
las

to
C

h
ie

f,
F

e
b
.

1
1
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

1
7
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(


)
G

o
ld

b
e

rg
to

W
arre

n
,

F
e

b
.

1
2
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.
0

0
0

2
7

�00
0

3
1
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

L
om

b
a

rd

事
件
に
つ
い
て
はP

eterson

事
件
と
同
様
に
市
長
ら
に
よ
る
声
明
の
存
在
の
み
で
十
分
で
あ
る
と
の
趣
旨
の
文
章
を
、

S
h

u
ttlesw

orth

事
件
に
つ
い
て
は
ハ
ー
ラ
ン
が
回
覧
す
る
だ
ろ
う
反
対
意
見
の
力
を
緩
和
す
る
た
め
に
も
、
座
り
込
み
を
表
現
行
為
の
一
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形
態
と
認
め
た
ハ
ー
ラ
ン
自
身
のG

a
rn

er

判
決
結
果
同
意
意
見
を
引
用
し
つ
つ
、
あ
ら
ゆ
る
座
り
込
み
の
唱
道
を
違
法
と
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
文
章
を
付
加
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

(
�)

H
arlan

,
M

e
m

o
ran

d
u

m
fo

r
th

e
C

o
n

fe
re

n
ce

,
F

e
b
.

8
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

1
4
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
P

e
te

rso
n

v
.

C
ity

o
f

G
re

e
n

v
ille

,
A

p
r.

3
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
1
,

F
o

ld
e

r
1
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.

(

�)
W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
L

o
m

b
ard

v
.

L
o

u
isian

a,
A

p
r.

3
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
1
,

F
o

ld
e

r
1
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.

(

�)
D

raft
P

e
r

C
u

riam
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

n
o

d
ate

,
P

art
I,

S
e

rie
s

B
,

R
e
e

l
1
,

fr.
0

0
6

8
2
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

S
ee

a
lso

C
h

am
b
e

rs
o

f
th

e
C

h
ie

f
Ju

stice
,

P
e

r
C

u
riam

,
G

riffin
v
.

M
ary

lan
d
,

N
o
,

2
6
,

O
ct.

T
e

rm
1

9
6

2
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
1
,

fr.

0
0

6
7

7
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

P
e

r
cu

riam

に
よ
る
処
理
に
変
更
さ
れ
た
理
由
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、A

ven
t

事
件

と
同
様
に
処
理
す
る
こ
と
で
対
立
を
回
避
し
う
る
と
考
え
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
。
仮
に
か
か
る
目
論
見
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
後
述
の

よ
う
に
そ
れ
は
外
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

(

�)
W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
S

h
u

ttle
sw

o
rth

v
.

C
ity

o
f

B
irm

in
g

h
am

,
A

p
r.

3
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.

0
0

2
7

0

�

0
0

2
7

4
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
(

q
u

o
tin

g
E

d
w

ard
s

v
.

S
o

u
th

C
aro

lin
a,

3
7

2
U

.S
.

2
2

9
(

1
9

6
3))

.

公
民
権
運
動

が
よ
り
大
規
模
な
デ
モ
な
ど
へ
と
展
開
す
る
中
で
生
じ
たE

d
w

a
rd

s

事
件
は
、
最
高
裁
内
で
もsit-in

case
s

と
の
関
連
が
強
く
意
識
さ

れ
て
い
た
が
、sit-in

case
s

と
は
別
に
審
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ウ
ォ
ー
レ
ン
の
ロ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
が
作
成
し
た
メ
モ
は
、
争
点

の
異
な
るE

d
w

a
rd

s

事
件
とsit-in

case
s

と
を
同
時
に
審
理
す
る
こ
と
は
、
最
高
裁
が

｢

黒
人
事
案｣

を
特
別
扱
い
し
、
一
般
と
は
異

な
る
原
則
を
適
用
し
て
い
る
と
い
う
批
判
に
油
を
注
ぎ
か
ね
な
い
と
し
て
別
に
審
理
す
べ
き
こ
と
を
提
言
し
て
い
る
。S

u
p

p
le

m
e

n
tal

M
e

m
o

b
y

H
JS
[

H
e

n
ry

J.
S

te
in

m
an

,
Jr.]

,
M

ay
9
,

1
9

6
2
,

P
art

2
:

C
o

n
fe

re
n

ce
M

e
m

o
ran

d
a,

S
e

rie
s

C
:

1
9

6
0

�19
6

3
,

R
e

e
l

3
1
,

frs.

0
0

1
4

9

�

0
0

1
5

0
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
G

o
ld

b
e

rg
to

W
arre

n
,

F
e

b
.

1
2
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.
0

0
0

2
7

�00
0

3
1
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.
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(

�)
B

re
n

n
an

to
W

arre
n
,

M
ar.

8
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

1
8

�00
0

2
0
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(
�)

W
arre

n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
W

rig
h

t
v
.

G
e

o
rg

ia,
A

p
r.

3
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
1
,

frs.
0

0
3

4
2

�00
3

5
0
,

W
arre

n

P
ap

e
rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

こ
の
記
述
は
未
回
覧
の
三
月
一
四
日
付
け
草
稿
で
追
加
さ
れ
、
ブ
レ
ナ
ン
は
同
日
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
に

｢

う

ま
く
い
っ
た
と
思
い
ま
す｣

と
書
き
送
っ
て
い
る
。W

arre
n
,

D
raft

O
p

in
io

n
o

f
th

e
C

o
u

rt,
W

rig
h

t
v
.

G
e

o
rg

ia,
M

ar.
1

4
,

1
9

6
3
(

n
o

t

circu
late

d)
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
1
,

frs.
0

0
3

6
9

�00
3

7
7
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
;

B
re

n
n

an
to

C
h

ie
f,

M
ar.

1
4
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
1
,

F
o

ld
e

r
1
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.

(

�)
B

re
n

n
an

to
C

h
ie

f,
A

p
r.

4
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

3
2
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
;

B
lack

to
C

h
ie

f

Ju
stice

,
A

p
r.

5
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

1
6
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
D

o
u

g
las,

D
raft

C
o

n
cu

rrin
g

O
p

in
io

n
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

F
e

b
.

1
2
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
0
,

F
o

ld
e

r
7
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.

(

�)
L

o
m

b
ard

v
.

L
o

u
isian

a,
3

7
3

U
.S

.
2

6
7
,

2
7

4

�83
(

1
9

6
3)
(

D
o

u
g

las,
J.,

co
n

cu
rrin

g)
.

(

�)
G

a
rn

er,
3

6
8

U
.S

.
at

1
8

1

�

8
5
(

D
o

u
g

las,
J.,

co
n

cu
rrin

g)
.

塚
田
・
前
掲
注(

	)

二
四
七－

二
四
八
頁
。

(


)
D

o
u

g
las,

D
raft

C
o

n
cu

rrin
g

O
p

in
io

n
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

F
e

b
.

1
4
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
0
,

F
o

ld
e

r
7
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs
;

D
o

u
g

las,

D
raft

O
p

in
io

n
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

A
p

r.
5
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
1
,

frs.
0

0
6

8
3

�00
6

9
3
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
H

arlan
,

D
raft

C
o

n
cu

rrin
g

an
d

D
isse

n
tin

g
O

p
in

io
n
,

A
p

r.
2

9
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.
0

0
1

5
0

�00
1

6
6
,

W
arre

n

P
ap

e
rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

ハ
ー
ラ
ン
は
、W

righ
t

事
件
に
つ
い
て
は
法
廷
意
見
草
稿
に
同
意
し
て
い
る
。

(

�)

ハ
ー
ラ
ン
は
、
五
月
一
日
、
五
月
一
六
日
に
も
意
見
草
稿
の
修
正
版
を
回
覧
し
て
い
る
が
、
内
容
に
大
き
な
変
更
は
な
い
。H

arlan
,

D
raft

C
o

n
cu

rrin
g

an
d

D
isse

n
tin

g
O

p
in

io
n
,

M
ay

1
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.
0

0
1

3
3

�00
1

4
9
,

W
arre

n
P

ap
e

rs

(
m

icro
film

,
K

U
)
;

H
arlan

,
D

raft
C

o
n

cu
rrin

g
an

d
D

isse
n

tin
g

O
p

in
io

n
,

M
ay

1
6
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s,
B

,
R

e
e

l
2
,

frs.
0

0
1

1
6

�

0
0

1
3

2
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

)
C

lark
to

C
h

ie
f

Ju
stice

,
M

ay
3
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
0

5
3
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.
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(

�)
C

lark
,

D
raft

D
isse

n
tin

g
O

p
in

io
n
,

L
o

m
b

ard
v
.

L
o

u
isian

a,
M

ay
3
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
1
,

F
o

ld
e

r
1
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs
;

C
lark

,
D

raft

D
isse

n
tin

g
O

p
in

io
n
,

G
riffin

v
.

M
ary

lan
d
,

M
ay

3
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
1
,

fr.
0

0
6

8
1
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(
�)

W
h

ite
to

W
arre

n
,

M
ay

7
,

1
9

6
3
,

P
art

I,
S

e
rie

s
B

,
R

e
e

l
2
,

fr.
0

0
1

6
7
,

W
arre

n
P

ap
e

rs
(

m
icro

film
,

K
U
)
.

(

�)
W

h
ite

,
D

raft
C

o
n

cu
rrin

g
O

p
in

io
n
,

L
o

m
b

ard
v
.

L
o

u
isian

a,
M

ay
1

3
,

1
9

6
3
,

B
o

x
I:

8
0
,

F
o

ld
e

r
7
,

B
re

n
n

an
P

ap
e

rs.

(

�)
W

h
ite

,
D

raft
C

o
n

cu
rrin

g
in

th
e

R
e

su
lt,

P
e

te
rso

n
v
.

C
ity

o
f

G
re

e
n

v
ille

,
M

ay
1

3
,

1
9

6
3
,

B
o

x
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判
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二
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判
時
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四
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号
一
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あ
る
が
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て
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の
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解
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れ
る
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〇
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二－

三
二
四
、
三
二
九－

三
三
〇
、

三
三
三－
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憲
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タ
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e
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ジ
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化
し
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ウ
ェ
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ア
ク
セ
ス
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き
る
こ
の
文
書
は
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C
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p
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。
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草
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切
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あ
る
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〇
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の
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争
の
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人
種
隔
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を
義
務
づ
け
た
市
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例
が
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日
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